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実態なき半承認国家としてのパレスチナ
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め
に

二　

国
家
承
認
が
も
つ
意
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国
家
承
認
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背
景

　
（
一
）
一
九
八
八
年
の
国
家
独
立
宣
言

　
（
二
）
二
〇
一
一
年
・
二
〇
一
二
年
の
国
連
加
盟
申
請

　
（
三
）
二
〇
二
三
年
以
降
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争

　
（
四
）
二
〇
二
五
年
の
国
連
総
会
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認

四　

お
わ
り
に一　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
五
年
九
月
の
国
際
連
合
年
次
総
会
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
ガ
ザ
で
の
戦
闘
が
長
期
化
し
、
人
道
支
援
物
資
の
搬
入
が
制
限
さ
れ
る
中
、
現
地
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
間
で
飢
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餓
が
拡
大
す
る
な
ど
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
停
戦
と
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
促
す
た
め
、
九
月
二
二
日
に
開
催

さ
れ
た
「
二
国
家
解
決
の
実
現
の
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
国
際
会
合
」
に
前
後
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
Ｇ
7

（
主
要
国
首
脳
会
議
）
メ
ン
バ
ー
国
を
含
む
複
数
国
は
新
た
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を
表
明
し
た
。
国
連
総
会
の
場
は
中
東
情
勢

を
め
ぐ
る
歴
史
的
画
期
に
、
に
わ
か
の
賑
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
導
く
動
き
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
が
始
ま
る
と
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
他
の
国
々
の
間
で
も
既
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
た
。
二
〇
二
四
年
五
月
二
八
日
に
は
ス
ペ
イ

ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
正
式
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
と
表
明
し
、
続
い
て
六
月
四
日
に
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
が
、

六
月
二
一
日
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
に
踏
み
切
っ
た（

（
（

。
こ
の
結
果
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と
認
め
て
い
る
国

は
国
連
加
盟
国
一
九
三
カ
国
の
中
で
一
四
六
カ
国
と
な
り
、
四
分
の
三
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。
こ
れ
は
国
連
安
保
理
決
議
を
通

し
て
国
連
加
盟
国
と
し
て
国
家
承
認
さ
れ
て
い
な
い
国
の
中
で
は
、
き
わ
め
て
例
外
的
な
状
況
と
い
え
る
。

　

他
方
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
現
状
が
、
主
権
国
家
と
し
て
の
実
態
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
国
家
の
構
成
要

素
と
さ
れ
る
国
民
、
領
土
、
主
権
の
三
要
素
か
ら
見
て
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
と
い
え
る
。
二
〇
二
二
年
時
点
で
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

と
し
て
認
め
ら
れ
た
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
の
人
口
は
合
計
で
約
五
三
五
万
人
と
推
計
さ
れ
る（

（
（

。
一
方
で
、
同
年
に
周

辺
国
の
ヨ
ル
ダ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
、
シ
リ
ア
で
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
（
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
、T

he U
nited N

ations Relief 

and W
orks A

gency for Palestine Refugees in the N
ear East

）
の
難
民
と
登
録
さ
れ
た
人
口
は
三
四
〇
万
人
で
あ
り（

（
（

、
一
九
四

八
年
に
占
領
さ
れ
た
地
域
に
住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
人
口
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
統
計
局
に
よ
る
と
約
二
〇
四
万
人
に
上
る（

（
（

。
つ
ま
り
自

治
区
の
外
に
少
な
く
と
も
約
五
四
四
万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
住
ん
で
お
り
、
離
散
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
人
数
は
、
自
治
区
住
民
の
人

数
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
に
よ
る
自
治
権
行
使
の
管
轄
外
に
あ
る
。

　

領
土
に
関
し
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
で
領
有
権
に
つ
い
て
の
合
意
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
が
、
現
状
に
お
い



3

実態なき半承認国家としてのパレスチナ

て
他
国
と
の
境
界
線
の
管
理
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
握
ら
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
は
ま
と
ま
っ
た
領
土
と
呼
べ
る
地
域
的
に
一
体
性

を
持
つ
領
域
へ
の
支
配
能
力
を
も
た
な
い
。
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
を
結
ぶ
二
か
所
の
国
境
で
の
出
入
国
管
理
、
お

よ
び
エ
ジ
プ
ト
と
接
す
る
ガ
ザ
地
区
南
部
の
国
境
周
辺
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
管
理
下
に
あ
る
。
ま
た
一
九
九
三
年
の
オ
ス
ロ
合
意
以

降
、
締
結
さ
れ
た
自
治
区
に
お
け
る
権
限
の
取
り
決
め
で
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
は
権
限
ご
と
に
Ａ
地
区
（
行
政
・
治
安
面
で

の
自
治
）、
Ｂ
地
区
（
行
政
面
の
み
で
の
自
治
）、
Ｃ
地
区
（
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
両
面
を
管
理
）
に
区
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
領
域
面

積
に
お
い
て
、
Ａ
地
区
は
自
治
区
全
体
の
約
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
自
治
区
と
は
名
ば
か
り
の
Ｃ
地
区
は
約
六
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
。

　

主
権
を
「
国
の
政
治
の
あ
り
方
を
最
終
的
に
決
定
す
る
力
ま
た
は
権
威（

（
（

」
と
捉
え
る
な
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
が
主
権
を
行

使
で
き
る
範
囲
は
ガ
ザ
地
区
と
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
内
に
離
れ
小
島
の
よ
う
に
散
在
し
て
い
る
Ａ
地
区
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
い
て
も
、
治
安
上
の
理
由
を
根
拠
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
軍
事
展
開
は
可
能
で
あ
る
。
二
〇
二
三

年
一
〇
月
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
開
始
以
降
、
ガ
ザ
地
区
で
徹
底
的
な
破
壊
と
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
り
、
他
方
で
相
対
的
な
注
目
は
低
い
も
の
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
に
お
い
て
も
軍
事
作
戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
て
い
る
。
開
戦
か
ら
お
よ
そ
一
年
の
間
に
、
西
岸
北
部
の
ジ
ェ
ニ
ー
ン
市
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
か
ら
四
六
回
も
の
侵
攻
を
受
け
、

西
岸
全
体
で
は
六
五
八
人
が
軍
に
殺
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
二
〇
二
四
年
八
月
末
に
は
過
去
二
〇
年
で
最
大
規
模
の
攻
撃
が
、「
対
テ
ロ
戦

争
」
の
名
目
で
西
岸
の
複
数
都
市
で
展
開
さ
れ
、
爆
撃
が
続
く
中
で
住
民
は
自
宅
を
出
ら
れ
な
い
状
態
が
続
い
た
。

　

こ
う
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
お
か
れ
た
状
況
は
、
他
の
未
（
非
）
承
認
国
家
と
は
や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
般
に

未
（
非
）
承
認
国
家
と
は
、
法
的
地
位
が
あ
い
ま
い
で
外
交
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
も
の
の
、
実
態
と
し
て
は
国
家
と
な
り
得
る
要

件
を
十
分
に
満
た
し
た
「
事
実
上
の
国
家
」（de facto states

）
な
ど
を
指
す
こ
と
が
多
い（

（
（

。
国
家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ
る
問

題
は
む
し
ろ
国
際
的
承
認
と
正
統
性
に
あ
り
、
事
例
ご
と
に
濃
淡
が
あ
る
と
は
い
え
一
定
程
度
の
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
て
い
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る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
未
承
認
」
で
あ
れ
「
非
承
認
」
で
あ
れ
、
承
認
を
受
け
容
れ
る
前
提
条
件
が
整
っ
た

状
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う（

（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
場
合
、
名
目
上
は
国
家
承
認
が
進
む
も
の
の
、
国
家
と
し
て
の
実
態
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
整

う
め
ど
も
つ
か
な
い
政
治
状
況
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
脆
弱
国
家
」（fragile state

）
や
「
破
綻
国
家
」（failed states

）
に
近

い
が
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
よ
う
に
国
家
承
認
や
独
立
を
法
的
に
確
保
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い（

（1
（

。
現
状
に
お
い
て
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、

い
わ
ば
「
実
態
な
き
半
承
認
国
家
」
な
ど
と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
状
態
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
態
に
対
し
て
国
家
承
認

が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
及
ぼ
す
の
か
、
既
存
の
研
究
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
問
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
政
治
動
向
に
基
づ
き
考
察
を
行
う
。

ま
ず
、「
実
態
な
き
半
承
認
国
家
」
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
し
て
各
国
が
国
家
承
認
を
進
め
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も

の
な
の
か
。
次
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
そ
の
よ
う
な
国
家
承
認
を
積
極
的
に
得
よ
う
と
尽
力
し
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
し
て
、
こ

の
場
合
の
国
家
承
認
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
や
効
果
を
も
つ
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対

し
て
国
家
承
認
が
行
わ
れ
た
時
期
は
大
き
く
以
下
の
四
回
の
契
機
が
指
摘
で
き
る
。
一
回
目
が
一
九
八
八
年
の
一
方
的
な
国
家
独
立

宣
言
で
あ
り
、
二
回
目
が
二
〇
一
一
年
・
二
〇
一
二
年
の
国
連
加
盟
申
請
、
三
回
目
が
二
〇
二
三
年
以
降
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦

争
開
戦
後
、
四
回
目
が
二
〇
二
五
年
の
国
連
総
会
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
で
あ
る
。
次
節
以
降
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
契
機
に
つ
い
て
検
討

す
る
上
で
、
各
時
期
の
政
治
的
背
景
と
、
そ
こ
で
国
家
承
認
が
行
わ
れ
た
理
由
、
国
家
承
認
を
め
ぐ
り
パ
レ
ス
チ
ナ
側
と
諸
外
国
が

と
っ
た
政
治
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ま
た
そ
の
前
提
と
し
て
、
国
家
承
認
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
い

か
な
る
要
件
と
効
果
を
も
つ
の
か
、
理
論
的
背
景
を
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る
国
家
承
認
が

国
際
関
係
上
果
た
し
得
る
役
割
や
、
法
的
な
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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二　

国
家
承
認
が
も
つ
意
義

　

国
家
承
認
と
は
、
一
国
が
他
の
政
治
主
体
に
対
し
て
国
家
と
し
て
の
条
件
を
満
た
す
と
認
め
る
行
為
を
指
す
。
現
代
に
お
い
て
国

際
社
会
の
主
な
構
成
主
体
は
主
権
国
家
で
あ
り
、
他
国
に
よ
り
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
政
治
主
体
は
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
様
々
な
権
利
と
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
国
家
形
成
に
必
要
な
要
素
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
モ
ン

テ
ビ
デ
オ
条
約
で
あ
る（

（1
（

。
条
約
の
第
一
条
で
は
、
国
家
が
成
立
す
る
実
効
的
要
件
と
し
て
、
永
続
的
住
民
、
明
確
な
領
域
、
政
府
、

他
国
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
能
力
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
要
件
は
拘
束
的
な
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
要
素
で
も
な
い
。
近
年
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
国
家
成
立
に
際
し
て
の
武
力
の
使
用
禁
止
や
、
自
決
原
則
な
ど
が
考

慮
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
家
の
成
立
要
件
と
し
て
国
家
承
認
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
は
注
目
に
値
す
る（

（1
（

。

　

形
成
さ
れ
た
国
家
が
、
国
家
承
認
を
得
る
た
め
に
必
要
な
要
件
と
は
な
に
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
事
実
主
義
と
正
統
主
義
と
言
う

ふ
た
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
事
実
主
義
で
は
、
一
定
の
領
域
や
人
口
に
対
す
る
実
効
的
な
支
配
が
あ
り
、
事
実
上
成
立
し
て
い
る
国

家
が
承
認
の
対
象
と
さ
れ
る
。
他
方
で
正
統
主
義
は
、
君
主
が
属
す
る
王
朝
の
正
統
性
や
、
国
民
の
代
表
と
し
て
の
正
統
性
、
国
際

法
や
憲
法
に
の
っ
と
っ
て
成
立
し
た
こ
と
に
よ
る
正
統
性
な
ど
、
何
ら
か
の
正
統
性
を
有
す
る
国
家
が
承
認
の
対
象
と
な
る（

（1
（

。
今
日

で
は
一
般
的
に
、
国
家
承
認
の
要
件
は
事
実
主
義
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　

そ
れ
で
は
国
家
承
認
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
、
創
設
的
効
果
説
（constitutive 

theory

）
と
宣
言
的
効
果
説
（declaratory theory

）
の
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
創
設
的
効
果
説
で
は
、
国
家
は

承
認
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
当
該
国
家
と
の
間
で
国
際
法
主
体
と
な
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
宣
言
的
効
果
説
で
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
国
家
は
、
承
認
さ
れ
る
以
前
か
ら
す
で
に
国
家
と
し
て
の
国
際
法
主
体
性
を
有
し
て
お
り
、
国
家
承
認
は
本
来
も

つ
そ
う
し
た
地
位
を
正
式
に
確
認
し
宣
言
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る（

（1
（

。
近
年
で
は
純
粋
に
創
設
的
効
果
説
の
立
場
を
と
る
論
者
は
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ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
実
例
に
基
づ
い
て
宣
言
的
効
果
説
や
、
両
説
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
な
立
場
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う（

（1
（

。

　

な
お
承
認
に
は
国
家
承
認
と
政
府
承
認
が
あ
る
。
国
家
承
認
は
、
新
し
く
で
き
た
国
に
対
す
る
一
度
き
り
で
不
可
逆
な
承
認
行
為

を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
承
認
は
、
政
府
が
変
わ
っ
た
際
に
そ
の
政
府
が
国
を
代
表
す
る
資
格
を
も
つ
か
判
断
す
る
も
の
で
、

国
家
の
存
否
に
は
関
わ
ら
ず
、
撤
回
や
変
更
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
国
際
法
上
の
法
主
体
性

や
行
為
主
体
性
の
承
認
と
い
う
性
格
を
も
ち
、
国
家
の
独
立
に
際
し
て
は
原
理
的
に
重
複
す
る
側
面
も
大
き
い（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
定
義
や
定
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
興
味
深
い
参
照
と
な
る
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
国
家
承
認
の
変
遷
で
あ
る
。

独
立
戦
争
を
経
て
建
国
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
正
統
政
府
は
国
民
の
意
思
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
政
府
で
あ
る
」
と
の
考
え
の

下
で
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
政
府
を
承
認
し
、
国
民
の
意
思
に
基
づ
く
正
統
主
義
の
立
場
を
と
っ
た
。
ま
た
一
八
一
〇
年
代
以
降
、
植
民

地
解
放
革
命
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
独
立
に
際
し
て
、「
事
実
上
の
政
府
を
合
法
的
政
府
と
み
な
す
」
と
宣

言
し
、
国
家
承
認
に
お
け
る
革
命
的
正
統
主
義
に
も
と
づ
く
事
実
主
義
の
立
場
を
明
示
し
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
独
立
期
の
承
認
ド
ク
ト

リ
ン
は
、
革
命
で
生
ま
れ
た
国
家
の
成
立
の
追
認
と
い
う
意
味
で
、
宣
言
的
効
果
説
を
と
っ
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
政
変
が
頻
発
し
革
命
政
権
が
誕
生
し
始
め
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
政
府
承
認
に
際
し
て

徐
々
に
立
場
を
変
え
始
め
る
。
一
八
五
〇
年
代
以
降
の
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
政
府
承
認
に
つ
い
て
は
、
前
政
権
の
結
ん
だ
条
約
上
の
義

務
を
遵
守
す
る
意
思
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
不
承
認
の
立
場
を
取
り
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
革
命
的
正
統
性
だ
け
で
は
な
く
、

憲
法
や
選
挙
、
国
際
法
の
遵
守
な
ど
も
ま
た
政
府
承
認
の
要
件
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
九
三
二
年
に
打
ち
出
さ

れ
た
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
主
義
は
、
国
際
法
に
反
し
た
手
段
に
よ
り
得
ら
れ
た
状
態
を
承
認
し
な
い
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
満

州
国
の
不
承
認
が
決
定
さ
れ
た（

（1
（

。

　

そ
の
翌
年
に
締
結
さ
れ
た
前
述
の
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
は
、
北
米
、
中
米
、
南
米
の
一
四
カ
国
が
批
准
し
た
国
家
承
認
に
関
す
る

合
意
で
、
国
家
の
成
立
に
四
要
件
に
も
と
づ
く
事
実
主
義
の
立
場
を
取
り
、
国
家
承
認
が
相
手
方
の
国
家
と
し
て
の
存
在
自
体
を
左
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右
し
な
い
宣
言
的
効
果
説
を
と
っ
た
。
た
だ
し
国
際
法
上
の
他
国
と
の
間
の
権
利
義
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
家
承
認
の
効
果
が
異

な
る
可
能
性
を
明
示
し
た
。
た
と
え
ば
同
じ
多
国
間
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
も
、
任
意
か
つ
個
別
の
権
利
義
務
関
係
は
未
承
認
国

と
の
間
で
は
当
然
に
は
生
じ
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
定
義
や
解
釈
に
基
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
事
例
を
検
討
す
る
な
ら
、
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
パ
レ
ス
チ
ナ
が
国
家
の

成
立
す
る
実
効
的
要
件
を
欠
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
家
承
認
に
お
け
る
事
実
主
義
に
つ
い
て
も
根
拠
を
欠
く
こ
と
を
意
味

す
る
。
ま
た
現
状
に
お
い
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
に
つ
い
て
正
統
主
義
が
成
り
立
つ
の
か
も
疑
わ
し
い
。
最
後
に
大
統
領
選

挙
が
行
わ
れ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
で
、
立
法
評
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
二
〇
〇
六
年
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
な
任
期
は
既

に
大
幅
に
超
過
し
て
い
る
。
加
え
て
二
〇
〇
七
年
以
降
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
タ
ハ
政
権
と
ハ

マ
ー
ス
政
権
が
事
実
上
の
統
治
を
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
重
政
府
に
よ
る
実
効
支
配
の
状
態
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
の
正
統

性
も
欠
く
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
国
家
承
認
の
効
果
の
点
で
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
樹
立
を
認

め
な
い
の
は
、
承
認
が
国
際
法
上
の
創
設
的
効
果
を
も
つ
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
が
国
家
と
し
て
認

め
ら
れ
ず
、
ま
た
宣
言
的
効
果
と
し
て
も
認
め
得
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
主
張
し
続
け
る
限
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と

ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
占
領
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
内
問
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
占
領
地
に
対
す
る
政
策
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
内
政
問
題
と
な
り
、
ガ
ザ
地
区
を
含
め
た
占
領
地
域
内
で
の
軍
事
活
動
に
対
す
る
他
国
か
ら
の
批
判
は
内
政
干
渉
と
し
て
拒
否
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
政
府
は
解
釈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

逆
に
パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
国
家
承
認
を
求
め
て
様
々
な
働
き
か
け
を
試
み
て
き
た
の
は
、
創
設
的
効
果
へ
の
期
待
に
よ
っ
て
説
明
が

可
能
で
あ
る
。
国
家
承
認
に
よ
り
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
国
際
的
主
体
と
し
て
法
的
な
地
位
を
得
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
国
家
承
認
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
い
て
政
治
的
背
景
が
異
な
る
。
次
節
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以
降
で
は
、
各
時
期
に
お
け
る
展
開
と
ア
ク
タ
ー
ご
と
の
意
図
に
つ
い
て
、
個
別
に
分
析
を
加
え
て
い
く
。

　

理
論
的
説
明
と
し
て
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
ア
メ
リ
カ
の
動
向
で
あ
る
。
中
東
和
平
交
渉
を
仲
介
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
の
両
当
局
に
対
し
て
対
話
を
呼
び
か
け
る
中
、
ア
メ
リ
カ
は
い
ま
だ
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
政

権
交
代
に
関
わ
ら
ず
維
持
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
特
別
な
関
係
」
に
基
づ
く
も
の
と
基
本
的
に
は
見
る
こ
と
が

で
き
る（

（2
（

。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
継
続
的
に
政
治
的
・
軍
事
的
支
援
を
行
い
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
間
に
あ

る
圧
倒
的
な
勢
力
不
均
衡
を
下
支
え
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
や
ア
メ
リ

カ
国
内
の
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
影
響
力
も
存
在
す
る
。
だ
が
他
方
で
、
こ
う
し
た
立
場
を
正
当
化
で
き
る
背
景
に
、
国
家
承
認

に
関
す
る
上
記
の
よ
う
な
立
場
も
あ
る
と
考
え
る
な
ら
、
別
の
説
明
や
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
建
国
期
の
ア
メ
リ
カ
で
国
家
承
認
の
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
た
「
国
民
の
意
思
に
基
づ
く
政
府
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
た

し
か
に
現
在
の
パ
レ
ス
チ
ナ
は
要
件
を
欠
く
。
ま
た
近
年
に
お
け
る
、
選
挙
や
国
際
法
の
遵
守
な
ど
合
法
性
を
含
め
た
事
実
主
義
の

要
件
は
、
合
法
的
な
手
続
き
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
な
い
現
状
を
非
承
認
と
す
る
理
由
と
な
り
得
る
。
ア
メ
リ
カ
の
非
承
認
の
根
拠

が
こ
れ
ら
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
国
家
承
認
を
得
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
は
よ
り
明
確
な
も
の
と
な

り
、
政
治
的
な
権
力
関
係
の
変
化
が
起
き
な
く
と
も
、
ア
メ
リ
カ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
す
る
可
能
性
が
開
け
る
と
も
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三　

国
家
承
認
の
事
例
と
政
治
的
背
景

（
一
）
一
九
八
八
年
の
国
家
独
立
宣
言

　

パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
し
て
初
め
て
国
家
承
認
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
一
一
月
一
五
日
、
第
一
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九
回
Ｐ
Ｎ
Ｃ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
評
議
会
、Palestinian N

ational Council

（
（2
（

）
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
開
か
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
独
立

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
Ｐ
Ｌ
Ｏ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
、Palestine Liberation O

rganization

）
議
長
の
ヤ
ー
セ
ル
・

ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
と
す
る
国
家
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
国
家
承
認

を
他
国
に
求
め
た
。
会
議
の
開
催
国
で
あ
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と
し
て
公
式
に
承
認
し
た
最
初
の
国
と
な

っ
た
。

　

当
時
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
が
設

定
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
五
年
後
に
結
ば
れ
る
オ
ス
ロ
合
意
を
経
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
こ
の
時
期
に
は
領
域
的
管
轄
権
も
、
国
家

と
し
て
の
片
鱗
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
事
実
主
義
に
基
づ
く
な
ら
建
国
に
は
何
ら
根
拠
も
な
く
、
国
家
承
認
を
求
め
る
要
件
を
欠
く

状
態
だ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
の
独
立
宣
言
は
、
い
わ
ば
実
態
に
よ
る
裏
付
け
の
な
い
一
方
的
な
宣
言
と
し
て
の
性

格
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
国
家
独
立
を
宣
言
し
た
の
は
、
宣
言
を
出
す
こ
と
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
政
治
主
体
と
し
て
の

認
知
度
を
高
め
、
国
際
社
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
創
設
的
効
果
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宣
言
は
ま
た
、
そ
の
際
に
提
示
さ
れ
た
諸
条
件
を
も
っ
て
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
内
部
で
の
目
標
の
方
向
転
換
を
対
外
的
に
示
す
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
当
時
に
お
け
る
政
治
的
位
置
づ
け
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。
設
立
当
初
の
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
存
在
を
認
め
ず
、
占
領
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
全
土
の
解
放
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
た
め
国
際
社
会
か

ら
ゲ
リ
ラ
組
織
と
し
て
扱
わ
れ
、
現
在
の
ハ
マ
ー
ス
に
近
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
は

ヨ
ル
ダ
ン
、
そ
の
後
は
レ
バ
ノ
ン
に
拠
点
を
移
し
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
武
装
抵
抗
運
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
一
九
八
二
年
に
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
レ
バ
ノ
ン
侵
攻
を
受
け
る
と
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
指
導
部
は
チ
ュ
ニ
ス
へ
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
隣
接
地
に
お
け
る
攻
撃
拠
点
を
失
っ
た
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
、
武
装
闘
争
路
線
か
ら
外
交
路
線
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

独
立
宣
言
は
そ
の
転
換
に
つ
い
て
表
明
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
後
は
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
存
在
を
容
認
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
全
土
で
は
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な
く
解
放
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
一
部
の
土
地
の
み
を
領
土
と
し
て
独
立
を
受
け
入
れ
る
方
向
性
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
国
際
社
会
に

示
す
も
の
で
も
あ
っ
た（

（2
（

。

　

実
は
こ
う
し
た
方
向
性
の
転
換
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
既
に
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。
Ｄ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
民
主

戦
線
）
の
ナ
ー
イ
フ
・
ハ
ワ
ー
ト
メ
ー
議
長
は
一
九
七
三
年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
諸
勢
力
の
中
で
初
め
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と

ガ
ザ
地
区
に
限
定
さ
れ
た
「
ミ
ニ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
」
で
の
独
立
を
受
け
入
れ
る
と
の
意
見
を
提
示
し
た
。
そ
の
翌
年
に
開
か
れ
た
第

一
二
回
Ｐ
Ｎ
Ｃ
で
は
「
一
〇
項
目
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
発
表
さ
れ
、
最
終
的
に
は
全
土
解
放
を
目
指
す
も
の
の
、
そ
の
過
程
に
お
い
て

解
放
さ
れ
た
土
地
で
の
独
立
と
民
族
的
な
主
権
の
確
立
を
受
け
入
れ
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
れ
は
当
初
、
パ
レ
ス
チ
ナ
全
土

の
解
放
を
あ
き
ら
め
る
弱
腰
な
姿
勢
と
し
て
他
の
勢
力
か
ら
強
い
反
発
を
受
け
た
が
、
次
第
に
二
国
家
解
決
案
と
名
前
を
変
え
て
、

和
平
交
渉
の
既
定
路
線
と
な
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る（

（2
（

。

　

一
九
八
八
年
が
こ
う
し
た
方
針
転
換
の
時
期
と
し
て
選
ば
れ
た
背
景
に
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
迎
え
て
い
た
大
き
な
政
治
的
転
機
の

存
在
が
あ
っ
た
。
宣
言
が
出
さ
れ
る
前
年
、
ガ
ザ
地
区
で
は
ジ
ャ
バ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
事
故
を
契
機
に
第
一
次
イ
ン
テ
ィ
フ

ァ
ー
ダ
が
始
ま
り
、
民
衆
に
よ
る
抵
抗
運
動
と
し
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
運
動
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
に
も
波

及
し
、
武
器
を
も
た
な
い
一
般
民
衆
に
よ
る
抵
抗
運
動
と
し
て
国
際
社
会
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
運
動
の
始
ま
り
は
自

然
発
生
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
次
第
に
関
与
を
強
め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
統
一
指
導
部
を
通
し
て
運
動
を
組
織
化
し
て
い

っ
た
。

　

一
九
八
八
年
六
月
、
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
ア
ラ
ブ
諸
国
首
脳
会
議
が
開
か

れ
る
と
、
会
場
に
集
ま
っ
た
記
者
団
に
向
け
て
、
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
議
長
の
側
近
で
あ
っ
た
バ
ッ
サ
ー
ム
・
ア
ブ
ー
＝
シ
ャ
リ
ー
フ
は

「
中
東
和
平
の
可
能
性
」
と
題
し
た
提
案
を
冊
子
で
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
直
接
交
渉
や
、
二
国
家
解

決
に
基
づ
く
紛
争
解
決
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
お
お
ま
か
な
方
向
性
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
共
存
の
可
能
性
は
そ
れ
ま
で
に
既
に
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提
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
紛
争
解
決
に
向
け
た
包
括
的
な
和
平
提
案
を
含
む
冊
子
の
内
容
は
、
当

時
の
Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な
方
向
転
換
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
反
応
を
伺
う
目
的
で
、
本
提
案
は
ま
ず
ア
ブ
ー
＝
シ

ャ
リ
ー
フ
の
名
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。
し
か
し
イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
ャ
ミ
ー
ル
首
相
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
テ
ロ
組
織
で
あ
る
こ
と

か
ら
交
渉
の
余
地
は
な
い
と
し
て
、
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
一
九
八
八
年
一
一
月
、
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
評
議
会
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
独
立
宣
言
」
を
出
し
た
。
パ

レ
ス
チ
ナ
を
代
表
す
る
詩
人
マ
フ
ム
ー
ド
・
ダ
ル
ウ
ィ
ー
シ
ュ
が
起
草
し
た
宣
言
で
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
と
し
、
国
連
の
諸
決

定
を
踏
ま
え
た
上
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
独
立
が
宣
言
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
日
に
採
択
さ
れ
た
政
治
宣
言
で
は
、
よ
り
具
体
的
に

国
連
安
保
理
決
議
二
四
二
号
と
三
三
八
号（

（2
（

に
基
づ
く
国
際
会
議
の
開
催
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
一
九
六
七
年
に
第
三
次
中
東
戦
争
で
占

領
し
た
全
領
土
か
ら
の
撤
退
が
要
求
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
に
限
定
し
た
範
囲
で
の
パ
レ

ス
チ
ナ
建
国
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
そ
う
し
た
解
決
に
向
け
て
国
際
社
会
の
仲
介
を
求
め
る
内
容
だ
っ
た
。
実
際
に
、
宣
言
を
受
け

て
二
週
間
以
内
に
、
ソ
連
、
中
国
、
イ
ン
ド
を
含
む
五
五
カ
国
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
」
を
承
認
し
た
。

　

国
連
決
議
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
二
国
家
共
存
路
線
へ
の
転
換
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
の
和
平
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
独
立
宣
言
の
翌
月
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
議
長
は
国
連
総
会
に
招
か
れ
て
演

説
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
国
連
本
部
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、「
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
は
テ
ロ
に
関
与
し
て
い
る
」
と
し
て
ビ
ザ

の
発
給
を
拒
否
し
た
。
す
る
と
国
連
総
会
は
、
本
部
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
、
急
遽
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
会
場
を
移
し
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
二
月
一
三
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
総
会
の
演
壇
に
立
っ
た
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
は
、
国
連
安
保
理
決
議
二
四
二
号
と
三
三
八
号
に
基
づ

く
解
決
を
公
式
に
受
託
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
翌
日
の
記
者
会
見
で
は
、「
二
国
家
解
決
の
受
け
入
れ
」
と
「
テ
ロ

の
放
棄
」「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
生
存
権
の
承
認
」
と
い
う
、
三
条
件
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
こ
れ
ら
は
ア
メ
リ
カ
が
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Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
公
式
な
外
交
関
係
を
も
つ
た
め
の
条
件
と
し
て
掲
げ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
よ
う

や
く
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
の
直
接
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
闘
争
か
ら
交
渉
へ
と
政
策
の
重
点
路
線
を
本
格
的
に
シ
フ

ト
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
初
の
独
立
宣
言
は
そ
の
前
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
を
受
け
て
出
さ
れ
た
、
外
交
的
転
換
点

を
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
多
く
の
国
々
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
に
踏
み
切
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
に
お
け

る
問
い
の
一
点
目
で
あ
る
各
国
の
国
家
承
認
の
理
由
と
し
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
融
和
的
姿
勢
を
示
し
た
Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
対
し
て
、
国

家
承
認
と
い
う
形
で
応
じ
る
こ
と
で
、
対
話
と
交
渉
を
促
す
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
点
目
の
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
意
図
は
、

国
際
的
な
注
目
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
集
ま
る
中
で
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
政
治
方
針
の
転
換
を
示
し
、
主
権
国
家
と
し
て
の
承
認
を
得
る
こ
と
で
、

国
際
的
な
政
治
主
体
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
三
点
目
の
国
家
承
認
の
効
果
と
し
て
は
、

事
実
主
義
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
中
で
の
独
立
宣
言
と
国
家
承
認
で
あ
っ
た
た
め
、
宣
言
的
効
果
も
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
付
随
的
に
出
さ
れ
た
声
明
で
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
二
つ
の
国
家
の
共
存
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

後
の
和
平
交
渉
に
対
し
て
参
加
の
可
能
性
を
開
き
、
将
来
的
な
紛
争
解
決
へ
の
志
向
を
指
し
示
す
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仲
介
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
秘
密
交
渉
を
も
と
に
、
一
九
九
三
年
九
月
に
オ
ス
ロ
合
意
が
交
わ
さ
れ
、
パ

レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
公
式
な
政
治
主
体
と
し
て
相
互
承
認
を
し
、
中
東
和
平
交
渉
が
本
格
的
に
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
以
降
、
国
際
社
会
の
間
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
、
二
国
家
解
決
の
枠
組
み
が
定
着
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。

　

表
1
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
し
た
国
を
時
期
別
に
示
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
一
九
八
八
年
の
国
家
独
立
宣

言
が
、
各
国
か
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
を
取
り
付
け
る
上
で
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
他
方
で
オ
ス
ロ
合
意

は
国
際
的
な
和
解
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め
た
も
の
の
、
一
九
九
三
年
以
降
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
し
た
国
の
数
は
非
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時期 国名
1988 年 アルジェリア、バーレーン、インドネシア、イラク、クウェート、リ

ビア、マレーシア、モーリタニア、モロッコ、ソマリア、チュニジア、
トルコ、イエメン、アフガニスタン、バングラデシュ、キューバ、ヨ
ルダン、マダガスカル、マルタ、ニカラグア、パキスタン、カタール、
サウジアラビア、アラブ首長国連邦、セルビア、ザンビア、アルバニ
ア、ブルネイ、ジブチ、モーリシャス、スーダン、キプロス、チェコ
共和国、スロバキア、エジプト、ガンビア、インド、ナイジェリア、
セーシェル、スリランカ、ナミビア、ロシア、ベラルーシ、ウクライ
ナ、ベトナム、中国、ブルキナファソ、コモロ、ギニア、ギニアビサ
ウ、カンボジア、マリ、モンゴル、セネガル、ハンガリー、カーボベ
ルデ、北朝鮮、ニジェール、ルーマニア、タンザニア、ブルガリア、
モルディブ、ガーナ、トーゴ、ジンバブエ、チャド、ラオス、シエラ
レオネ、ウガンダ、コンゴ共和国、アンゴラ、モザンビーク、サントメ・プ
リンシペ、ガボン、オマーン、ポーランド、コンゴ民主共和国、ボツ
ワナ、ネパール、ブルンジ、中央アフリカ共和国、ブータン、西サハラ

1989 ～ 2010 年 ルワンダ、エチオピア、イラン、ベナン、ケニア、赤道ギニア、バヌ
アツ、フィリピン（以上、1989 年）、エスワティニ（1991 年）、カザ
フスタン、アゼルバイジャン、トルクメニスタン、ジョージア、ボス
ニア・ヘルツェゴビナ（以上、1992 年）、タジキスタン、ウズベキス
タン、パプアニューギニア（以上、1994 年）、南アフリカ、キルギス
タン（1995 年）、マラウィ（1998 年）、東ティモール（2004 年）、パ
ラグアイ（2005 年）、モンテネグロ（2006 年）、コスタリカ、レバノ
ン、コートジボワール（以上、2008 年）、ベネズエラ、ドミニカ共和国

（2009 年）、ブラジル、アルゼンチン、ボリビア、エクアドル（2010 年）
2011 年・2012 年 チリ、ガイアナ、ペルー、スリナム、ウルグアイ、レソト、南スーダ

ン、シリア、リベリア、エルサルバドル、ホンジュラス、セントビン
セントおよびグレナディーン、ベリーズ、ドミニカ、アンティグア・バ
ーブーダ、グレナダ、アイスランド（以上、2011 年）、タイ（2012 年）

2013 ～ 2022 年 グアテマラ、ハイチ、バチカン（以上、2013 年）、スウェーデン
（2014 年）、セントルシア（2015 年）、コロンビア（2018 年）、セント
クリストファー・ネイビス（2019 年）

2023 年以降 メキシコ（2023 年）、スペイン、アイルランド、ノルウェー、バハマ、
トリニダード・トバゴ、ジャマイカ、バルバドス、スロベニア、アル
メニア（以上、2024 年）、イギリス、カナダ、オーストラリア、ポル
トガル、ルクセンブルク、マルタ、アンドラ、フランス、サンマリノ、
モナコ（以上、2025 年）

表 1　パレスチナ国家の承認国一覧

Al-Jazeera, “Mapping Which Countries Recognise Palestine in 2024.” May 22, 2024. https://www.
aljazeera.com/news/2024/5/22/mapping-which-countries-recognise-palestine-in-2024 等のデータを
もとに筆者作成
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常
に
少
な
く
、
散
発
的
な
動
き
に
と
ど
ま
っ
た
。
オ
ス
ロ
合
意
に
始
ま
る
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を

必
ず
し
も
促
し
た
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
二
〇
一
一
年
・
二
〇
一
二
年
の
国
連
加
盟
申
請

　

パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
に
向
け
た
次
の
試
み
は
、
国
連
加
盟
申
請
と
い
う
動
き
を
通
し
て
働
き
か
け
ら
れ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

政
府
の
マ
フ
ム
ー
ド
・
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
二
〇
一
一
年
九
月
二
三
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
対
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
正
式

加
盟
国
と
し
て
の
承
認
を
求
め
て
申
請
書
を
提
出
し
た（

（2
（

。
そ
れ
ま
で
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
一
九
七
四
年
に
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

機
構
」
と
し
て
の
参
加
を
認
め
ら
れ
、
一
九
八
八
年
の
国
家
独
立
宣
言
を
受
け
て
参
加
の
名
称
が
「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
」
か
ら
「
パ
レ
ス
チ

ナ
」
に
変
更
さ
れ
て
は
い
た
が
、
正
式
に
国
家
と
し
て
の
国
連
参
加
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。
し
か
し
ア
メ
リ
カ

は
こ
の
申
請
に
対
し
て
拒
否
権
を
行
使
す
る
意
向
を
示
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
も
棄
権
の
意
思
を
表
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
成

立
の
見
通
し
の
立
た
な
い
加
盟
承
認
に
向
け
た
安
保
理
に
よ
る
審
査
と
勧
告
は
見
送
ら
れ
た（

（3
（

。
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
一
一
月
の
国

連
総
会
で
、
こ
れ
は
「
歴
史
的
瞬
間
」
だ
と
強
調
し
て
加
盟
国
に
国
連
憲
章
の
趣
旨
に
沿
っ
た
行
動
を
呼
び
か
け
た
が
、
流
れ
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（

（3
（

。

　

そ
こ
で
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
翌
二
〇
一
二
年
九
月
、
今
度
は
国
連
総
会
で
の
決
議
で
国
家
と
し
て
の
承
認
を
得
る
戦
略
に
変
更

し
、
関
係
各
国
に
働
き
か
け
た
。
こ
ち
ら
は
一
一
月
二
九
日
に
総
会
の
本
会
議
で
投
票
が
行
わ
れ
、
賛
成
一
三
八
カ
国
、
反
対
九
カ

国
、
棄
権
四
一
カ
国
で
決
議
案
が
採
択
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
の
結
果
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
正
式
な
加
盟
国
で
は
な
く
総
会
の
採
決
に
は
参
加
で

き
な
い
が
、
国
連
で
の
討
議
に
参
加
で
き
る
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
」
と
し
て
の
資
格
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
Ｐ

Ｌ
Ｏ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
へ
と
い
う
主
体
の
変
更
だ
け
で
な
く
、「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
機
構
」
か
ら
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
」

へ
の
格
上
げ
を
意
味
し
た
。
国
連
で
の
権
限
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
後
述
の
よ
う
に
国
際
司
法
に
対
し
て
自
ら
の
権
利
を
要
求
す
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る
公
的
権
限
を
得
る
可
能
性
を
開
い
た
と
い
え
る（

（3
（

。
こ
の
頃
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
参
加
す
る
安
保
理
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
決
議

を
否
決
し
、
同
様
の
決
議
案
が
総
会
で
採
択
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
こ
れ
に
反

発
し
、
付
加
価
値
税
の
送
付
停
止
や
、
入
植
地
建
設
計
画
の
承
認
な
ど
の
報
復
措
置
を
と
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
諸
外
国
の
間
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
動
き
が
再
び
活
発
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
1

で
示
し
た
通
り
、
安
保
理
へ
の
申
請
が
出
さ
れ
た
二
〇
一
一
年
に
は
中
南
米
諸
国
を
中
心
に
一
七
カ
国
が
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と
し

て
承
認
し
た
。
本
稿
に
お
け
る
問
い
の
一
点
目
で
あ
る
各
国
の
国
家
承
認
の
理
由
を
、
よ
り
直
接
的
に
探
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
こ

の
前
年
か
ら
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
な
ど
フ
ァ
タ
ハ
政
権
が
国
家
承
認
を
求
め
て
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
翌
年
九
月
の
国
連
安
保
理
へ
の
申
請
を
視
野
に
入
れ
た
動
き
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
始
ま
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
チ
リ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
な
ど
が
い
ち
早
く
賛
意
を
示
し
、
中
南
米
諸
国
は
全
体
で
数
十
カ
国
が
承

認
を
表
明
す
る
状
態
と
な
っ
た
。
ま
た
中
南
米
以
外
の
主
要
国
で
は
、
ロ
シ
ア
が
「
一
九
八
八
年
か
ら
承
認
し
て
お
り
、
立
場
は
変

わ
ら
な
い
」
と
の
立
場
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
し
て
初
め

て
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
し
た（

（3
（

。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
に
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
外
交
代
表
部
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
前
年
に
大
使
館

へ
の
格
上
げ
が
議
会
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
続
く
決
定
と
な
っ
た（

（3
（

。

　

続
い
て
問
い
の
三
点
目
で
あ
る
国
家
承
認
の
効
果
を
先
に
述
べ
る
な
ら
、
こ
の
時
点
で
の
国
家
承
認
お
よ
び
国
連
加
盟
を
求
め
る

動
き
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
国
際
社
会
に
お
け
る
代
表
権
を
多
方
面
に
お
い
て
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
、U

nited N
ations Educational, Scientific and Cultural O

rganization

）
へ
の
加
盟
承

認
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
総
会
は
、
安
保
理
に
よ
る
表
決
（
一
一
月
一
一
日
に
実
施
）
に
先
立
つ
一
〇
月
三
一
日
、
賛
成
一
〇
七
、

反
対
一
四
、
棄
権
五
二
で
パ
レ
ス
チ
ナ
に
国
と
し
て
の
正
式
加
盟
を
認
め
た（

（3
（

。
反
対
し
た
国
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
が
含
ま
れ
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
タ
リ
ア
は
棄
権
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
こ
の
決
定
を
受
け
て
、
分
担
金
全
体
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の
約
二
割
を
占
め
る
七
千
万
ド
ル
の
拠
出
を
停
止
す
る
と
発
表
し
た（

（3
（

。

　

ま
た
別
の
動
き
と
し
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
国
際
刑
事
裁
判
所
、International Crim

inal Court

）
へ
の
加
盟
が
挙
げ

ら
れ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
は
ガ
ザ
地
区
で
二
〇
〇
八
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
一
月
に
か
け
て
起
き
た
二
二
日
間
の
戦
争

に
つ
い
て
、
武
力
紛
争
中
の
国
際
法
の
下
で
の
犯
罪
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
管
轄
権
を
認
め
る
声
明
を
出
し
て
い
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｃ
検

察
庁
は
、
自
治
政
府
が
国
家
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
は
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
捜
査
と
訴
追
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け

て
い
た（

（3
（

。
こ
う
し
た
中
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
国
連
総
会
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
は
二
〇

一
四
年
一
二
月
三
一
日
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
を
含
む
一
六
の
国
際
条
約
に
署
名
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ
の
加
入
を
宣
言
す
る
文

書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
を
正
式
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
加
盟
国
と
認
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ガ
ザ
地
区
で
の
犯
罪
調
査
を
進
め
る
上
で
、
大
き
な
実
効
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
。

　

国
連
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
国
際
社
会
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
位
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ

を
国
家
承
認
し
た
国
の
数
は
、
二
〇
一
二
年
の
時
点
で
一
三
〇
を
超
え
た
。
た
だ
し
国
連
で
の
「
格
上
げ
」
は
、
あ
く
ま
で
象
徴
的

な
意
味
合
い
に
と
ど
ま
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
大
半
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
政
治
的
状
況
は
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
も
国
家
と
し
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
各
国
に
よ
る
国
家
承
認
は
、
事
実

主
義
に
基
づ
く
国
家
承
認
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
加
盟
国
認
定
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
し
て
創

設
的
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
二
〇
一
一
年
に
出
さ
れ
た
国
連
加
盟
申
請
（S/2011/592

）
に
対
し
て
、
安
保
理
が
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
に
照

ら
し
て
そ
の
該
当
性
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（4
（

。
条
約
が
定
め
た
国
家
が
成
立
す
る
実
効
的
要
件
に
つ
い
て
、
審
議
で
は
「
永

続
的
住
民
、
明
確
な
領
域
」
に
つ
い
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
こ
れ
ら
の
要
素
を
満
た
す
と
判
断
し
て
い
る
。
国
境
線
が
不
確
定
で
あ

る
こ
と
は
、
国
家
の
存
立
要
件
と
し
て
不
可
欠
で
は
な
い
と
さ
れ
た
（
第
一
〇
項
）。
し
か
し
領
土
を
統
治
す
る
能
力
に
つ
い
て
は
、
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ハ
マ
ー
ス
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
の
実
効
支
配
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
占
領
が
こ
れ
を
妨
げ
て
お
り
、「
政
府
」
の
支
配
は
全
領
域
に

十
分
に
は
及
ん
で
い
な
い
と
さ
れ
た
（
第
一
一
項
、
第
一
二
項
）。
最
後
の
「
他
国
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
能
力
」
に
つ
い
て
は
、
パ
レ

ス
チ
ナ
が
既
に
非
同
盟
運
動
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
協
力
機
構
、
西
ア
ジ
ア
経
済
社
会
委
員
会
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
加
盟
国
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
基
準
を
満
た
す
も
の
と
さ
れ
た
（
第
一
三
項
）。
こ
れ
ら
の
判
断
か
ら
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
パ
レ
ス
チ
ナ

の
国
連
加
盟
の
成
立
案
件
の
充
足
を
阻
む
の
は
、
領
土
に
対
す
る
実
効
支
配
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
置
か
れ
、
主
権
の
行
使
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
所
与
の
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ

が
パ
レ
ス
チ
ナ
が
独
立
と
国
家
承
認
を
求
め
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
審
議
に
お
い
て
も
、
占
領
に
よ
っ
て
主
権
が
占
領
者
に
移
譲

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
確
認
さ
れ
た
（
第
一
一
項
）。
む
し
ろ
問
題
と
な
る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
内
部
に
お
い
て
も
ア
ッ

バ
ー
ス
大
統
領
が
代
表
す
る
自
治
政
府
が
全
域
を
支
配
で
き
て
い
な
い
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
稿
で
検
討
す
る
問
い
の
二
点

目
の
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
意
図
で
あ
る
、
こ
の
時
点
で
国
連
加
盟
お
よ
び
国
家
承
認
を
求
め
た
理
由
に
関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
一
年
当
時
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
に
拠
点
を
置
く
Ｐ
Ｌ
Ｏ
主
流
派
の
フ
ァ
タ
ハ
率
い
る
政
府

と
、
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る
ハ
マ
ー
ス
主
導
の
政
府
と
の
二
つ
が
存
在
し
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
の
立
法
評
議
会
選
挙
で
議
席

の
多
数
派
を
獲
得
し
た
ハ
マ
ー
ス
は
、
そ
の
政
治
的
姿
勢
の
た
め
に
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
欧
米
諸
国
か
ら
否
認
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年

に
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
ハ
マ
ー
ス
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ハ
ニ
ー
ヤ
首
相
を
解
任
し
て
い
た
。
代
わ
り
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基

金
、International M

onetary Fund

）
に
長
く
勤
務
し
て
い
た
フ
ァ
タ
ハ
の
サ
ラ
ー
ム
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ド
を
首
相
に
任
命
し
た
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
フ
ァ
タ
ハ
側
の
意
向
で
選
任
さ
れ
た
代
表
で
あ
り
、
対
立
党
派
の
ハ
マ
ー
ス
は
こ
れ
を
承
認
し
て
い
な
い
。
そ
の

後
二
年
が
経
過
し
、
国
連
加
盟
申
請
時
に
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
二
〇
〇
九
年
一
月
に
任
期
切
れ
を
迎
え
て
か
ら
既
に
二
年
が

経
過
し
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
る
政
治
指
導
者
は
、
二
〇
一
一
年
の
時
点
で
は
誰
一
人
と
し

て
法
的
、
政
治
手
続
き
の
両
面
で
正
統
性
を
確
保
し
て
い
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
政
治
的
基
盤
の
脆
弱
性
を
認
識
し
た
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
、
国
際
的
正
統
性
を
得
る
こ
と
で
フ
ァ
タ
ハ
政
権
の
基
盤

を
強
化
す
る
た
め
、
国
連
加
盟
と
国
家
承
認
を
求
め
る
外
交
工
作
に
訴
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
フ
ァ
タ
ハ
と
ハ
マ
ー
ス

の
対
立
構
図
は
固
定
化
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
の
政
府
を
統
一
す
る
た
め
の
選
挙
の
再
実
施
は
困
難
な
状
況
が
続

い
た
。
他
方
で
フ
ァ
タ
ハ
政
権
の
誕
生
は
、
ハ
マ
ー
ス
と
の
関
係
構
築
を
拒
み
た
い
欧
米
主
要
諸
国
に
と
っ
て
好
都
合
な
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
際
社
会
は
む
し
ろ
フ
ァ
タ
ハ
政
権
に
よ
る
国
連
加
盟
や
国
家
承
認
の
動
き
の
方
に
好
意
的
な
姿
勢
を
示
す
と

考
え
ら
れ
、
実
際
に
そ
う
し
た
反
応
が
み
ら
れ
た
。
先
述
の
国
連
安
保
理
の
審
議
記
録
で
も
、
ハ
マ
ー
ス
で
は
な
く
世
俗
派
の
Ｐ
Ｌ

Ｏ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
正
統
な
代
表
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
（
第
一
二
項（

（4
（

）。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
国
家
承
認
の
要
件
と
し
て
の
正

統
主
義
の
立
場
に
立
ち
、
フ
ァ
タ
ハ
政
権
を
擁
護
す
る
主
張
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

む
し
ろ
統
一
政
府
の
た
め
の
選
挙
の
実
施
を
求
め
た
の
は
、
自
治
区
の
住
民
の
方
だ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
始
ま

っ
た
民
主
化
運
動
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が
、
中
東
の
広
い
領
域
に
拡
大
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
実
際
に
は
ア
ラ
ブ
政
変
の
パ
レ
ス
チ

ナ
に
対
す
る
波
及
は
限
定
的
な
規
模
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
こ
う
し
た
民
衆
運
動
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
も

高
ま
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
崩
壊
が
直
前
に
迫
っ
た
二
月
一
日
、
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
「
い
か
な
る
デ
モ
も
禁

止
」
す
る
旨
を
治
安
部
隊
に
指
示
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
で
の
政
変
へ
の
連
帯
デ
モ
の
企
画
に
対
し
て
、
厳
し
い
取
り
締

ま
り
の
姿
勢
を
示
し
た
の
は
ハ
マ
ー
ス
政
権
も
同
様
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
お
よ
び
二
〇
一
二
年
の
国
連
加
盟
申
請
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
国
家
承
認
が
進
む
第
二
の
契
機

と
な
っ
た
。
中
南
米
諸
国
を
中
心
と
し
た
国
々
は
フ
ァ
タ
ハ
政
権
に
よ
る
積
極
的
な
事
前
外
交
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
め
ぐ
る
国

際
的
な
議
論
の
盛
り
上
が
り
を
受
け
て
、
承
認
に
転
じ
た
。
そ
の
背
景
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
内
部
の
政
治
的
分
裂
と
混
乱
が
あ
っ
た
が
、

国
際
社
会
は
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
で
あ
る
ハ
マ
ー
ス
を
回
避
す
る
た
め
に
、
フ
ァ
タ
ハ
政
権
の
働
き
か
け
に
応
じ
た
。
結
果
と
し

て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
国
連
で
非
加
盟
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
や
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ
の
加
盟
を
通
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し
て
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
二
〇
二
三
年
以
降
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
が
始
ま
る
と
、
新
し
い
国
家
承
認
の
流
れ
が
起
き
た
。
そ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま

で
の
国
家
承
認
が
パ
レ
ス
チ
ナ
側
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
む
し
ろ
国
際
社
会
の
側
か
ら
主
体

的
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
点
に
あ
る
。
ガ
ザ
で
の
戦
争
が
長
期
化
す
る
中
、
国
連
で
は
戦
闘
の
一
時
停
止
に
向
け
て
決
議
の

採
択
が
幾
度
も
試
み
ら
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
を
め
ぐ
る
議
論
も
改
め
て
盛
ん
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
動
き
に
つ

い
て
、
流
れ
と
そ
の
背
景
を
確
認
し
て
か
ら
本
稿
の
問
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

一
〇
月
七
日
の
ハ
マ
ー
ス
ら
武
装
勢
力
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
か
ら
の
攻
撃
は
史
上
最
大
規
模
の
も
の
で
、
お
よ
そ
一
一
四
〇
人
と
い

う
死
者
数
は
一
日
の
戦
闘
で
イ
ス
ラ
エ
ル
側
に
出
た
犠
牲
者
の
数
で
過
去
最
多
と
な
っ
た（

（4
（

。
そ
こ
に
は
民
間
人
八
〇
〇
名
以
上
と
、

軍
人
三
四
六
名
、
警
察
官
六
六
名
が
含
ま
れ
る（

（4
（

。
さ
ら
に
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
七
日
の
地
上
軍
侵
攻
開
始
後
、
ガ
ザ
地
区
の
戦
闘

で
は
四
七
二
名
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
兵
士
が
死
亡
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
は
過
去
最
大
規
模
の
戦
闘
と
な
っ
た
二
〇
一
四
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ガ
ザ
武
装
勢
力
と
の
間
の
戦
争
五
〇
日
間
で
の
死
者
数
七
三
名
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
報
復
と
反
撃
と
し
て
続
け
る
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻
撃
で
の
死
者
数
も
、
か
つ
て
な
い
規
模
に
上
っ
て

い
る
。
犠
牲
者
の
数
は
開
戦
か
ら
二
年
四
カ
月
余
り
で
七
万
二
〇
七
三
人
に
上
り
、
こ
れ
は
ガ
ザ
人
口
の
五
五
人
に
一
人
が
殺
さ
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る（

（4
（

。
ガ
ザ
地
区
の
保
健
省
は
、
ガ
ザ
地
区
内
各
地
の
病
院
に
運
ば
れ
て
く
る
患
者
と
死
者
数
の
情
報
を
日
々
共
有

し
、
統
計
の
人
数
を
更
新
し
て
い
る
。
民
間
人
と
戦
闘
員
の
区
別
は
せ
ず
、
瓦
礫
の
下
敷
き
と
な
っ
た
遺
体
は
停
戦
後
に
回
収
が
進

ん
だ
も
の
の
、
病
院
に
運
ば
れ
な
か
っ
た
人
や
爆
発
な
ど
で
遺
体
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
人
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
埋
葬
さ
れ
た
人
は

死
亡
者
数
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い（

（4
（

。
そ
の
た
め
実
際
に
は
死
者
数
は
統
計
上
の
記
録
を
は
る
か
に
上
回
る
と
も
推
計
さ
れ
て
い
る
。
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表 2　国連での停戦決議をめぐる主な動き

日付 部局 提案国 概要 結果
2023 年
10 月 13 日

安保理 ロシア等
26 カ国

停戦を求める決議 否決（賛成 9 カ国未満）

10 月 17 日 安保理 ブラジル 停戦を求める決議 否決
10 月 18 日 安保理 ロシア 上記決議の修正案 アメリカが拒否権行使

S/2023/773
10 月 25 日 安保理 アメリカ 停戦を求める決議 ロシアと中国が拒否権行

使　S/2023/792
10 月 25 日 安保理 ロシア等

3 カ国
停戦を求める決議 否決（賛成 9 カ国未満）

10 月 27 日 総会（緊
急特別会
合）

ヨルダン 持続的な人道的休戦を
求める決議

採 択（ 賛 成 121： 反 対
14: 棄権 44）A/RES/ES-
10/21

11 月 15 日 安保理 マルタ 戦闘の人道的な一時停
止を求める決議

採択（初）2712 号

12 月 7 日 総会 UNRWA 活動の継続と
総会決議 194(III) 号の遵
守（78/73 号・78/74
号）、パレスチナ難民の
財産保護（78/75 号）、
占領地での人権侵害の
停止（78/76 号）、イス
ラエルの入植活動停止

（78/78 号）

採択

12 月 8 日 安保理 UAE 等
101 カ国

国連憲章 99 条に基づく
国連事務総長による、
人道的即時停戦の要請
を受けた決議

アメリカが拒否権行使
S/2023/970

12 月 12 日 総会（緊
急特別会
合）

エジプト 人道的即時停戦と、パ
レスチナへの人道支援
等を求める決議（安保
理での否決を受けて開
催）

採 択（ 賛 成 153： 反 対
10：棄権 23）/RES/ES-
10/22

12 月 19 日 総会 パレスチナ人の自決権
確認（78/192 号）

採択
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ガ
ザ
地
区
に
対
し
て
は
、
そ

れ
ま
で
も
既
に
四
度
の
大
規

模
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
こ
で
の
最
多
の
死

者
数
は
二
〇
一
四
年
の
戦
闘

で
の
二
二
三
一
人
で
あ
っ
た（

（4
（

。

今
回
は
そ
の
三
〇
倍
以
上
が

既
に
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
激
し
い
戦
闘
に

対
し
て
、
国
連
で
は
開
戦
直

後
か
ら
緊
急
会
合
が
開
か
れ
、

停
戦
決
議
案
が
何
度
も
審
議

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
大
半
は
否
決
さ
れ
、
ま
た

実
行
力
を
欠
く
も
の
と
な
っ

て
い
る
（
表
2
を
参
照
）。
安

保
理
決
議
の
否
決
に
つ
い
て

は
、
戦
争
の
一
方
の
当
事
者

12 月 22 日 総会 UNRWA の緊急人道支
援と 2024 年予算の決定

（78/251 号）

採択

12 月 22 日 安保理 UAE 持続的な敵対行為の停
止を求める決議

採択　2720 号

2024 年
2 月 20 日

安保理 アルジェ
リア

人道目的の即時停戦を
求める決議

アメリカが拒否権行使
S/2024/173

3 月 1 日 安 保 理
（ 緊 急 公
開会合）

イラン ハマースのハニーヤ暗
殺を受けて緊張緩和を
求める。（イランとイス
ラエルの間で非難の応
酬）

決議なし

3 月 22 日 安保理 アメリカ 停戦を求める決議 ロシアと中国が拒否権行
使　S/2024/239

3 月 25 日 安保理 非常任理
事 国 10
カ国

ラマダーン（断食月）
の即時停戦を求める決
議

採択（アメリカは棄権）
2728 号

4 月 18 日 安保理 アルジェ
リア

パレスチナの国連加盟
の勧告を求める決議

アメリカが拒否権行使
S/2024/312

5 月 10 日 総会（緊
急特別会
合）

パレスチナの国連加盟
に向け安保理での協議
を求める決議

採 択（ 賛 成 143： 反 対
9： 棄 権 25）A/RES/
ES-10/23

6 月 10 日 安保理 5 月 31 日停戦案への支
持

採択　2735 号

出典：国連ウェブサイト、三菱総合研究所「イスラエル・ガザ紛争に応える国連―安保理停戦決議
採択に見る総会・事務総長の補完機能―」2024 年 6 月 26 日、https://www.mri.co.jp/knowledge/
column/20240626.html および報道記録をもとに筆者作成
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で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
安
保
理
で
拒
否
権
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
と
が
「
特
別
な
関
係
」
に
あ
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る（

（4
（

。
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
不
利
な
決
議
案
が
安
保
理
に
提
出
さ
れ
る
と
ア
メ
リ
カ
が
拒
否
権
を
行
使
す
る
た
め
で
、
今
回
の
戦
争
に
限
ら

ず
、
二
〇
〇
一
年
以
降
で
通
算
一
四
回
の
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
て
き
た（

（4
（

。
人
道
的
な
停
戦
を
求
め
る
決
議
案
で
す
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
自
衛
権
の
明
記
を
求
め
る
な
ど
し
て
否
決
が
続
き
、
は
じ
め
て
可
決
さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く
一
一
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
れ
を
含
め
て
開
戦
か
ら
一
年
の
間
に
採
択
さ
れ
た
国
連
安
保
理
決
議
は
わ
ず
か
四
本
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
〇
二
四
年
三
月
の

決
議
は
ア
メ
リ
カ
の
棄
権
を
受
け
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
六
月
の
決
議
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
よ

る
三
段
階
の
停
戦
合
意
提
案
を
支
持
す
る
内
容
で
あ
り
、
単
純
な
停
戦
決
議
と
は
性
格
が
異
な
る
。
七
月
以
降
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
も
の
と
み
ら
れ
る
他
国
領
土
で
の
ハ
マ
ー
ス
と
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
関
係
者
へ
の
暗
殺
が
続
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
国
連
は
緊
急
会

合
を
開
い
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
数
少
な
い
安
保
理
決
議
を
補
う
よ
う
に
、
総
会
で
も
ま
た
審
議
が
な
さ
れ
決
議
が
出
さ
れ
た
。
し
か

し
総
会
の
開
催
自
体
が
時
期
的
に
限
ら
れ
る
と
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
二
〇
二
四
年
の
総
会
で
は
ガ
ザ
に
関
連
し
た
決
議
は
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
フ
ァ
タ
ハ
側
の
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
果
た
し
た
役
割
は
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統

領
は
二
〇
二
三
年
一
二
月
の
国
連
総
会
に
は
出
席
せ
ず
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
ガ
ザ
で
の
即
時
停
戦
や
国
際
和
平
会
議
の
必
要

性
に
つ
い
て
訴
え
る
に
と
ど
ま
っ
た（

（5
（

。
開
戦
後
の
特
に
初
期
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
戦
後
の
ガ
ザ
地
区
の

統
治
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
積
極
的
な
役
割
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し
て
は
応
じ
る
可
能
性
を
示
し
た
も
の
の
、
ヨ
ル
ダ

ン
川
西
岸
地
区
を
含
め
た
完
全
な
政
治
的
解
決
が
同
時
に
図
ら
れ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た（

（5
（

。
だ
が
そ
の
よ
う
な
解
決
の
実
現
は
き

わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
は
実
質
的
に
困
難
と
分
か
っ
て
い
る
条
件
を
、
敢
え
て
提
示
し
た
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
。
ア
ッ
バ
ー

ス
大
統
領
自
身
の
報
道
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
声
明
発
表
な
ど
も
頻
度
は
少
な
く
、
ガ
ザ
で
の
停
戦
に
向
け
て
有
効
な
働
き
か
け
は
で

き
な
か
っ
た
。
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む
し
ろ
フ
ァ
タ
ハ
政
権
は
今
回
の
戦
争
に
お
い
て
、
ハ
マ
ー
ス
ら
武
装
勢
力
の
行
動
へ
の
評
価
に
苦
慮
す
る
側
面
も
見
受
け
ら
れ

た
。
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
開
戦
直
後
の
一
〇
月
一
五
日
に
自
治
政
府
系
の
通
信
社
Ｗ
ａ
ｆ
ａ
を
通
し
て
、「
ハ
マ
ー
ス
の
政
策
と

行
動
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。
し
か
し
ハ
マ
ー
ス
批
判
と
見
ら
れ
る
箇
所
は
数

時
間
後
に
削
除
さ
れ
た（

（5
（

。
そ
の
後
、
個
別
に
欧
米
諸
国
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
て
も
、
ハ
マ
ー
ス
ら
武
装
勢
力
の
行
為
を
テ
ロ
と
呼
ぶ

こ
と
は
避
け
、
翌
年
九
月
の
国
連
総
会
で
の
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
の
演
説
で
は
ハ
マ
ー
ス
自
体
へ
の
言
及
が
さ
れ
な
か
っ
た（

（5
（

。
こ
れ

ら
は
ハ
マ
ー
ス
ら
の
行
為
を
テ
ロ
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
相
当
数
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
や
、
彼
ら
に
連
帯
す
る
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
の
支
持
を

失
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。
こ
う
し
た
フ
ァ
タ
ハ
政
権
の
動
向
は
、
本
稿
の
問
い
に
立
ち
返
る
な
ら
、
二
点
目

の
問
い
で
あ
る
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
に
よ
る
国
家
承
認
へ
の
働
き
か
け
が
、
影
響
力
の
低
下
を
自
認
し
た
立
場
か
ら
実
質
的
に
こ
の
時

期
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
フ
ァ
タ
ハ
政
権
の
低
姿
勢
と
は
対
照
的
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
強
気
の
姿
勢
を
示
し
、
国
連
の
権
威
に
対
す
る
あ
か
ら
さ

ま
な
挑
戦
と
見
ら
れ
る
行
動
も
増
え
て
い
る
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
は
開
戦
直
後
の
一
〇
月
二
四
日
の
安
保

理
会
議
で
、
ハ
マ
ー
ス
ら
に
よ
る
攻
撃
を
「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
急
に
起
き
た
の
で
は
な
い
」
と
発
言
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

占
領
の
問
題
を
指
摘
し
た
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
か
ら
敵
対
視
さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ギ
ラ
ド
・
エ
ル
ダ
ン
国
連
大
使
は
こ

の
発
言
を
非
難
し
、
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
に
即
時
の
辞
任
を
求
め
た（

（5
（

。
ま
た
開
戦
か
ら
お
よ
そ
一
年
が
経
っ
た
二
〇
二
四
年
一
〇

月
二
日
に
は
、
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
を
外
交
上
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
物
だ
と
し
て
「
ペ
ル
ソ
ナ
・
ノ
ン
グ
ラ
ー
タ
（
好
ま
し
か

ら
ざ
る
人
物
）」
に
指
定
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
入
国
を
拒
否
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
・
カ
ッ

ツ
外
相
は
、
事
務
総
長
が
い
ま
だ
ハ
マ
ー
ス
に
よ
る
昨
年
一
〇
月
の
虐
殺
を
糾
弾
し
て
い
な
い
こ
と
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル

攻
撃
を
明
示
的
に
非
難
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
た（

（5
（

。

　

ガ
ザ
地
区
内
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
国
連
関
係
者
へ
の
攻
撃
も
相
次
い
で
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
（
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
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済
事
業
機
関
）
は
特
に
そ
の
標
的
と
な
り
、
開
戦
か
ら
約
一
年
の
一
〇
月
後
半
ま
で
に
二
三
〇
人
の
職
員
が
亡
く
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は
ま
た
二
〇
二
四
年
一
月
に
一
部
職
員
の
ハ
マ
ー
ス
と
の
つ
な
が
り
が
イ
ス
ラ
エ
ル
側
か
ら
指
摘
さ
れ
、
約
半
年
に
わ
た

り
各
国
か
ら
拠
出
金
の
停
止
を
受
け
た
。
最
大
一
七
カ
国
に
及
ん
だ
資
金
拠
出
の
一
時
停
止
は
、
徐
々
に
再
開
さ
れ
て
行
っ
た
が
、

最
大
ド
ナ
ー
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
拠
出
は
ま
だ
止
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
に
対
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
組
織
そ

の
も
の
の
廃
止
論
も
展
開
し
て
お
り
、
国
際
的
に
反
発
も
招
い
て
い
る（

（5
（

。
自
国
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
国
際
社
会

か
ら
の
孤
立
を
も
辞
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

従
来
の
紛
争
仲
裁
機
関
で
あ
っ
た
国
際
連
合
が
機
能
不
全
を
露
呈
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
自
身
が
沈
黙
す
る
中
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ハ
マ
ー
ス
ら
武
装
勢
力
の
間
で
の
戦
闘
は
泥
沼
化
し
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
カ
タ
ー
ル
と
エ
ジ
プ
ト
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
停
戦
交
渉
は
開
戦
以
来
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
開
戦
の
翌
月
に
一
定
数
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
人
質

の
解
放
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
政
治
囚
の
釈
放
に
伴
い
一
時
的
な
停
戦
を
実
現
で
き
た
の
を
除
け
ば
、
成
果
に
結
び
つ
か
な
い
状
態
が
続

い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
サ
イ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
と
し
て
進
み
始
め
た
の
が
各
国
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス

ラ
エ
ル
紛
争
の
二
国
家
解
決
を
促
す
動
き
だ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
二
〇
二
四
年
五
月
二
八
日
に
パ

レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ガ
ザ
に
お
け
る
戦
闘
休
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
た
い
と
狙
い
を
述
べ
た
。

ま
た
、
他
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
諸
国
に
よ
る
追
随
を
期
待
す
る
と
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ェ
ス
首
相
は
「
東
エ
ル
サ
レ
ム
を

首
都
と
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
下
に
統
一
さ
れ
た
ガ
ザ
地
区
と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
す

る
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
演
説
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
和
平
達
成
と
い
う
目
的
に
向
け
た
歴
史
的
な
決
定
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ハ
リ
ス
首
相
は
声
明
で

「
わ
れ
わ
れ
は
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
最
後
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
承
認
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
平
和
の
奇
跡
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
ス
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ペ
イ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
と
も
に
こ
の
措
置
を
取
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
つ
ま
り
両
国
は
、
国
家
承
認
が
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
二
国
家
解
決
を
促
す
と
の
考
え
の
下
に
、
紛
争
当
事
者
間
の
対
話
を
促
す
目
的
で
承
認
に
踏
み
切
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

新
た
な
動
き
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
承
認
を
め
ぐ
っ
て
も
起
き
た
。
二
〇
二
四
年
四
月
一
八
日
、
安
保
理
で
は
前
の
発
議
か

ら
一
三
年
越
し
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
の
勧
告
を
求
め
る
決
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
た
。
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
ー
ム
協
力

機
構
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
、
五
六
カ
国
・
一
機
構
）
を
代
表
し
て
、
理
事
国
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
決
議
案
を
提
出
し
、
採
決
で
は
常
任
理
事
国
の

う
ち
中
国
と
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
の
三
カ
国
が
、
ま
た
非
常
任
理
事
国
の
う
ち
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ガ
イ
ア
ナ
、
日
本
、

マ
ル
タ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
韓
国
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
九
カ
国
が
賛
成
し
た
。
し
か
し
、
常
任
理
事
国
の
ア
メ
リ
カ

が
拒
否
権
を
行
使
し
、
常
任
理
事
国
の
英
国
と
理
事
国
の
ス
イ
ス
が
棄
権
し
た
こ
と
で
、
決
議
は
否
決
さ
れ
た
。
拒
否
権
を
行
使
し

た
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
国
連
次
席
大
使
は
、
今
回
の
拒
否
権
行
使
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹
立
に
反
対
す
る
も
の
で
は

な
く
、
当
事
者
間
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る（

（6
（

。
こ
う
し
た
発
言
か
ら
は
、

直
接
的
な
検
討
事
項
と
し
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
が
審
議
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
そ
の
審
議
は
パ
レ
ス
チ
ナ

の
国
家
樹
立
お
よ
び
国
家
承
認
に
つ
い
て
の
動
き
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
安
保
理
決
議
に
お
い
て
少
数
派
と
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
も
、
そ
う
し
た
国
際
世
論
の
動
向
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
拒
否
権
行
使
に
際
し
て
説
明
を
加
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

安
保
理
で
の
否
決
を
受
け
て
五
月
一
〇
日
、
国
連
総
会
に
て
再
び
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
を
め
ぐ
る
決
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ

た
。
決
議
案
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
の
地
位
に
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
正
式
な
国
連
加
盟
に
向
け
て
、
安
保
理
が
協
議
す
る
よ
う
求
め

る
内
容
だ
っ
た
。
決
議
へ
の
賛
成
国
は
、
前
回
二
〇
一
二
年
の
一
三
八
カ
国
か
ら
さ
ら
に
増
え
た
一
四
三
カ
国
と
な
っ
た
が
、
反
対

国
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
前
回
と
同
数
の
九
カ
国
で
あ
っ
た
。
採
決
を
前
に
ア
ラ
ブ
諸
国
を
代
表
し
て
演
説
し
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
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の
国
連
大
使
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
を
通
じ
て
二
国
家
解
決
の
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
訴
え
た（

（6
（

。
他
方
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の

エ
ル
ダ
ン
国
連
大
使
は
、
こ
う
し
た
決
議
が
国
連
憲
章
の
精
神
を
踏
み
に
じ
る
も
の
だ
と
し
て
、
憲
章
が
書
か
れ
た
紙
を
小
型
の
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
裁
断
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
た
。
さ
ら
に
カ
ッ
ツ
外
相
は
、
こ
う
し
た
動
き
は
ハ
マ
ー
ス
に
報
酬
を
与
え
、

人
質
解
放
の
た
め
の
努
力
を
損
な
う
も
の
だ
、
と
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
採
決
を
非
難
し
た（

（6
（

。
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
よ
る
こ
う

し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
自
身
に
よ
る
も
の
を
含
め
て
珍
し
く
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
会
議
で
は
イ
ス
ラ

エ
ル
の
国
際
的
孤
立
が
際
立
つ
形
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
向
が
示
す
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
と
、
国
連
加
盟
を
促
進
す
る
国
際
社
会
の
動
き
は
、
い
ず
れ
も
パ
レ
ス

チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
話
を
促
し
、
二
国
家
解
決
を
推
進
す
る
意
図
に
基
づ
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
本
稿
の

一
点
目
の
問
い
で
あ
る
国
家
承
認
推
進
の
意
図
を
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
正
統
主
義
の
立

場
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
に
積
極
的
に
承
認
を
与
え
、
国
際
社
会
へ
の
参
加
を
促
そ
う
と
い
う
働
き
か
け
に
も
見
え
る
。
一
方
で
、

こ
の
時
点
で
も
や
は
り
パ
レ
ス
チ
ナ
が
国
家
と
し
て
の
十
分
な
実
態
を
備
え
て
い
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
は
、
国
家
承
認
に
お
い
て

事
実
主
義
の
立
場
を
と
る
な
ら
、
そ
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

三
点
目
の
問
い
で
あ
る
国
家
承
認
の
効
果
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
の
働
き
か
け
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向

上
さ
せ
、
国
際
的
主
体
と
し
て
法
的
な
地
位
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
創
設
的
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
、
対
話
の
実
現
や
中
東
和
平
を
促
進
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
国
家
承
認
の
背
景
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
実
際
に
こ
う
し
た
対
話
や
和
平
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
か
と
い
う
と
、
か
な
り
見
通
し
は
暗
い
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ

エ
ル
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
樹
立
に
明
確
に
賛
同
し
た
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
注
目
を
浴

び
た
オ
ス
ロ
合
意
後
の
交
渉
で
さ
え
、
合
意
さ
れ
た
の
は
自
治
政
府
の
樹
立
と
自
治
区
の
設
定
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
向
性
を
再

確
認
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇
二
四
年
二
月
と
七
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
国
会
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
樹
立
に
反
対
す
る
決
議
が
可
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決
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
ど
れ
だ
け
第
三
国
が
働
き
か
け
て
も
、
紛
争
当
事
者
の
一
方
が
明
確
に
相
手
方
に
対
す
る
国
家
承
認
を
拒
み
、
対

等
な
政
治
主
体
と
し
て
交
渉
を
拒
否
し
続
け
る
以
上
、
二
国
家
解
決
は
な
し
得
な
い
と
い
う
の
が
現
実
的
な
想
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
二
〇
二
五
年
の
国
連
総
会
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認

　

二
国
家
解
決
の
実
現
を
め
ぐ
る
困
難
な
状
況
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
、
二
〇
二
五
年
九
月
に
は
さ
ら
な
る
動
き
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ

国
家
承
認
の
動
き
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
一
日
に
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
承
認
を
発

表
し
た
。
翌
日
、
総
会
議
場
で
国
連
創
設
八
〇
周
年
記
念
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
が
開
か
れ
る
と
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ル
タ
、
ア
ン
ド
ラ
、
モ
ナ
コ
が
そ
れ
に
続
い
た
。
さ
ら
に
翌
日
に
は
サ
ン
マ
リ
ノ
が
国
家
承
認
を
表
明
し
た
。
そ

の
結
果
、
九
月
二
三
日
の
時
点
で
は
一
五
六
カ
国
が
公
式
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（6
（

。

　

こ
う
し
た
連
鎖
的
な
動
き
が
起
き
た
背
景
に
は
、
ガ
ザ
地
区
で
の
苛
烈
な
戦
闘
の
停
止
に
向
け
て
、
攻
撃
を
続
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
し
て
政
治
的
に
働
き
か
け
る
狙
い
が
あ
っ
た（

（6
（

。
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
後
、
ガ
ザ
で
の
戦
闘
は
一
月
に
一
時
停
止
し
た

も
の
の
、
予
定
さ
れ
て
い
た
第
二
段
階
へ
の
移
行
に
失
敗
し
て
三
月
に
は
攻
撃
が
再
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
戦
闘
と
封
鎖
に
よ
る

食
料
や
医
薬
品
の
不
足
で
、
ガ
ザ
地
区
で
は
民
間
人
を
中
心
と
し
た
犠
牲
者
が
さ
ら
に
増
加
し
、
九
月
二
一
日
の
時
点
で
開
戦
以
降

の
死
者
数
は
六
万
五
二
八
三
人
に
上
り
、
飢
餓
と
栄
養
失
調
に
よ
る
死
者
が
四
〇
〇
人
を
超
え
る
悲
惨
な
状
況
と
な
っ
て
い
た（

（6
（

。

　

そ
う
し
た
な
か
で
ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
が
、
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
「
ガ
ザ
の
悲
惨
な
状
況
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の

実
質
的
な
措
置
」
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
今
年
九
月
の
国
連
総
会
で
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
と
七
月
の
時
点
で
通
告
し
て
い
た（

（6
（

。

カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
も
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
や
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ー
マ
ー
首
相
と
ガ
ザ
の
人
道
状
況
に
つ
い

て
協
議
し
、
同
様
の
条
件
で
国
家
承
認
に
加
わ
る
意
向
を
示
し
た
。
そ
の
年
の
国
連
総
会
と
い
う
明
確
な
時
期
を
示
す
こ
と
で
期
限

を
定
め
、
ま
た
二
カ
月
の
猶
予
を
も
っ
て
予
告
す
る
こ
と
で
、
そ
の
間
に
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
方
針
を
転
換
し
て
必
要
な
措
置
を
取
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る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
結
果
的
に
、
そ
う
し
た
期
待
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
こ
う
し
た
働
き
か
け
を
ハ
マ
ー
ス

の
「
凶
悪
な
テ
ロ
行
為
に
報
酬
を
与
え
る
も
の
だ
」
と
非
難
し
、
完
全
に
無
視
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
宣
言
の
三
日
後
に
は
ガ
ザ
市
へ

の
地
上
作
戦
を
開
始
し
た
か
ら
だ
。
予
告
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
国
連
総
会
を
目
前
に
控
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
を
開
始
し
た

こ
と
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
か
ら
の
圧
力
に
は
屈
し
な
い
と
の
反
発
や
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
政
治
的
カ
ー
ド
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
は
機
能
せ
ず
、
英
仏
な
ど
に
よ
る
働
き
か
け
は

残
念
な
が
ら
空
振
り
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

残
念
な
結
果
に
は
終
わ
っ
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
は
予
告
通
り
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
に
踏
み
切
っ
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
ス
タ
ー
マ
ー
首
相
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
こ
と
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
双
方
に
対
し
、
よ

り
良
い
未
来
が
実
現
で
き
る
」
と
の
期
待
を
示
し
た
。
そ
こ
で
は
二
国
家
解
決
案
の
支
持
や
、
ガ
ザ
地
区
の
戦
後
統
治
に
お
い
て
ハ

マ
ー
ス
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
な
い
こ
と
も
明
言
さ
れ
、
国
家
承
認
は
ハ
マ
ー
ス
へ
の
報
酬
で
は
な
い
と
確
認
さ
れ
た（

（6
（

。
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
「
わ
れ
わ
れ
は
平
和
へ
の
道
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

正
当
な
権
利
を
認
め
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
権
利
を
奪
う
も
の
で
は
な
い
」
と
強
調
し
た（

（6
（

。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ

ダ
は
主
要
七
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
7
）
加
盟
国
と
し
て
初
め
て
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

紛
争
の
平
和
的
解
決
を
促
す
た
め
、
第
八
〇
回
国
連
総
会
で
は
紛
争
の
二
国
家
解
決
を
促
す
様
々
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
取
ら
れ
た
。

九
月
一
二
日
に
は
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
一
四
二
カ
国
の
賛
成
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
二
国
家
解
決
の
実
現
を
目
指

す
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た（

（7
（

。
そ
の
内
容
は
同
年
七
月
に
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

を
議
長
国
と
す
る
国
際
会
議
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
、
ガ
ザ
で
の
恒
久
的
な
停
戦
と
、
国
連
を
中
心
と
し
た
安
定
化
部
隊
の
派
遣
、

ガ
ザ
で
の
人
道
支
援
の
強
化
と
復
興
支
援
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
自
決
権
へ
の
支
持
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
承
認
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
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平
和
的
な
共
存
の
促
進
な
ど
を
求
め
た（

（7
（

。
こ
れ
に
反
対
票
を
投
じ
た
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
な
ど
一
〇
カ
国
で
、
今
回
は
国

家
承
認
を
し
な
か
っ
た
Ｇ
7
諸
国
の
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
日
本
も
こ
れ
に
は
賛
成
票
を
投
じ
た（

（7
（

。
さ
ら
に
七
月
の
会
議
の
続
き
と

し
て
、
二
二
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
共
同
議
長
と
な
り
、
信
託
統
治
理
事
会
議
場
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
平
和

的
解
決
及
び
二
国
家
解
決
の
実
現
の
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
国
際
会
合
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
欠
席

し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
が
平
和
と
安
全
の
も
と
で
共
存
で
き
る
」
よ
う
に
す
る

「
二
国
家
解
決
の
可
能
性
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
は
全
力
を
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
そ
の
場
で
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家

の
承
認
を
表
明
し
た（

（7
（

。

　

と
は
い
え
既
述
の
通
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
こ
う
し
た
国
際
的
な
働
き
か
け
に
応
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
孤
立
に
追
い
込
ま

れ
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
自
身
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
Ｘ
に
「
ア
メ
リ
カ
は
わ
れ
わ
れ
と
共
に
あ
る
」
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書

き
込
み
、「
西
欧
諸
国
や
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
囲
い
込
み
」
の
試
み
に
は
屈
し
な
い
と
開
き
直
り
の
立
場
を
見

せ
た
。
政
治
的
圧
力
は
む
し
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
、
事
態
を
好
転
さ
せ
る
望
み
は
薄
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
駆
け
引
き
に
失
敗
し
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
政
治
的
動
向

を
踏
ま
え
て
、
日
本
政
府
は
今
回
は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
承
認
を
見
送
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
石
破
茂
首
相
は
総
会
で
の
一
般
討
論

演
説
で
、「『
国
家
承
認
す
る
か
否
か
』
で
は
な
く
、『
い
つ
国
家
承
認
す
る
か
』
の
問
題
」
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
具
体
的
な
今
後

の
予
定
や
見
通
し
は
示
さ
な
か
っ
た（

（7
（

。
ま
た
ベ
ル
ギ
ー
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
当
初
は
承
認
の
意
向
を
示
し
て
い
た
国
々
の
中
で

も
、
同
様
の
理
由
を
挙
げ
て
今
回
は
承
認
を
見
送
っ
た
り
、
承
認
手
続
き
の
開
始
に
条
件
を
付
け
る
国
も
あ
っ
た（

（7
（

。

　

こ
う
し
た
動
き
を
国
家
承
認
を
め
ぐ
る
本
稿
の
問
い
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
。
ま
ず
一
点
目
の
国
家

承
認
の
理
由
は
、
二
〇
二
五
年
の
動
向
で
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
攻
撃
の
停
止
と
人
道
支
援

に
対
す
る
配
慮
を
促
す
と
の
意
図
が
各
国
政
府
に
よ
り
明
示
さ
れ
て
い
た
。
二
点
目
の
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
意
図
は
、
二
〇
二
三
年
の
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開
戦
後
は
一
貫
し
て
、
強
く
主
張
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
国
家
承
認
が
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
は
フ
ァ
タ
ハ
側
も
ハ

マ
ー
ス
側
も
歓
迎
の
意
を
示
し
た
。
三
点
目
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
一
連
の
国
家
承
認
の
動
き
が
ガ
ザ
で
の
停
戦
を
促

す
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の
態
度
の
硬
化
を
招
く
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
二
五
年
国
連
総
会
の
場
で
は
、

国
家
承
認
だ
け
で
な
く
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
間
の
二
国
家
解
決
へ
の
支
持
を
国
際
的
に
示
す
こ
と
で
立
場
の
中
立
性
を
強

調
し
、
対
話
と
平
和
的
解
決
を
促
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
意
図
は
イ
ス
ラ
エ
ル
側
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の
二
国
家
解
決
案
に
対
す
る
立
場
を
見
誤
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
各
国
が
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
す
る

こ
と
に
対
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
抱
く
脅
威
認
識
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
。
結
果
的
に
、
二
〇
二
五
年
の

国
家
承
認
は
意
図
さ
れ
て
い
た
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
な
く
象
徴
的
な
動
き
に
終
わ
り
、
オ
ス
ロ
合
意
を
通
し
て
国
際
社
会
が
抱
い

た
期
待
を
一
方
的
に
押
し
付
け
る
の
み
で
対
話
は
不
成
立
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

四　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
「
実
態
な
き
半
承
認
国
家
」
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
、
各
国
は
な
ぜ
国
家
承
認
を
進
め
る
の
か
を
一
点
目
の
問

い
と
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
国
家
承
認
を
得
よ
う
と
働
き
か
け
て
来
た
理
由
を
二
点
目
の
問
い
と
し
て
、
ま
た
国
家
承
認
が
も
つ

意
義
や
効
果
を
三
点
目
の
問
い
と
し
て
検
討
し
て
き
た
。
理
論
的
な
前
提
と
し
て
は
、
国
家
承
認
の
要
件
に
は
事
実
主
義
と
正
統
主

義
の
立
場
が
あ
り
、
ま
た
効
果
に
は
創
設
的
効
果
と
宣
言
的
効
果
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
一
九
八
八
年
の
国
家
承
認
を
め
ぐ
る
動
き
を
分
析
す
る
な
ら
、
問
い
の
一
点
目
で
あ
る
各
国
の
国
家

承
認
の
理
由
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
融
和
的
姿
勢
を
示
し
た
Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
対
し
て
、
対
話
と
交
渉
を
促
す
意
図
が
う
か
が
わ
れ
た
。
二

点
目
の
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
意
図
は
、
国
際
的
な
注
目
が
集
ま
る
中
で
政
治
方
針
の
転
換
を
示
し
、
主
権
国
家
と
し
て
国
際
的
な
地
位
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を
確
立
し
よ
う
と
す
る
目
的
が
う
か
が
わ
れ
た
。
三
点
目
の
効
果
と
し
て
は
、
事
実
主
義
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
宣
言
的
効
果
も
形

式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
二
国
家
共
存
と
い
う
方
向
性
を
示
し
た
こ
と
で
、
後
の
和
平
交
渉
に
対
し
て
参
加
や
将
来
的

な
紛
争
解
決
へ
の
志
向
を
指
し
示
す
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
二
〇
一
一
年
の
国
家
承
認
を
め
ぐ
る
動
き
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
で
は
一
点
目
の
問
い
で
あ
る
国
家
承
認
の
理
由
と
し
て
、

フ
ァ
タ
ハ
政
権
に
よ
る
積
極
的
な
働
き
か
け
が
国
連
加
盟
申
請
を
念
頭
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
二
点
目
の
パ
レ
ス

チ
ナ
側
の
意
図
と
し
て
は
、
働
き
か
け
を
行
っ
た
フ
ァ
タ
ハ
政
権
が
、
政
治
的
基
盤
の
脆
弱
性
を
認
識
し
た
上
で
、
国
際
的
正
統
性

を
得
る
こ
と
で
基
盤
の
強
化
を
試
み
た
側
面
が
指
摘
さ
れ
た
。
ハ
マ
ー
ス
と
の
関
係
構
築
を
拒
み
た
い
欧
米
主
要
諸
国
は
、
国
際
社

会
と
し
て
こ
れ
を
後
押
し
す
る
意
図
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
点
目
の
効
果
と
し
て
は
、
こ
の
と
き
の
国
家
承
認
が
国
連
加

盟
申
請
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
や
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ
の
加
盟
な
ど
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
国
際
社
会

に
お
け
る
代
表
権
を
多
方
面
に
お
い
て
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
二
〇
二
三
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
後
の
動
向
に
着
目
す
る
と
、
一
点
目
の
意
図
と
し
て
は
実
際
に
国
家
承
認
を
行

っ
た
国
の
声
明
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
話
を
促
し
、
二
国
家
解
決
を
推
進
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ァ
タ
ハ
政
権
は
政
治
的
に
低
姿
勢
を
保
ち
、
国
家
承
認
を
得
よ
う
と
い
う
積
極
的
な
意
図
も

見
ら
れ
な
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
三
点
目
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
際
的
主
体
と
し
て
法
的
な
地
位
を
強
化
す

る
創
設
的
効
果
や
、
対
話
と
和
平
の
実
現
を
国
際
社
会
が
狙
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
紛
争
の
一
方
の
当

事
者
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
樹
立
に
反
対
し
、
国
家
承
認
す
る
め
ど
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
効
果

は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
二
〇
二
五
年
の
国
連
総
会
で
の
国
家
承
認
の
動
き
だ
が
、
そ
こ
で
は
一
点
目
と
し
て
ガ
ザ
地
区
で
の
戦
闘
を
止
め
て
人
道

状
況
を
改
善
さ
せ
よ
う
と
い
う
明
確
な
意
図
が
見
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
の
各
首
脳
の
七
月
以
降
の
発
言
は
そ
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れ
を
明
示
す
る
も
の
だ
っ
た
。
二
点
目
の
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
意
図
と
し
て
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
歓
迎
し
た
も
の
の
、
主
体
的
に
働

き
か
け
る
と
い
う
よ
り
は
各
国
の
動
向
を
見
守
る
客
体
的
な
立
場
に
と
ど
ま
っ
た
。
三
点
目
の
効
果
と
し
て
は
、
期
待
さ
れ
て
い
た

成
果
は
得
ら
れ
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
孤
立
感
を
む
し
ろ
高
め
て
強
硬
姿
勢
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
四
つ
の
異
な
る
時
期
の
国
家
承
認
を
め
ぐ
る
動
向
を
比
較
す
る
な
ら
、
共
通
し
て
確
認
さ
れ
る
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ
ナ
の
和
平
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
国
際
社
会
の
意
向
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
家
承
認
の
対
象
と
想
定
さ
れ
る
の
は
、
基
本
的

に
は
オ
ス
ロ
合
意
で
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
直
接
対
話
を
受
け
容
れ
た
フ
ァ
タ
ハ
政
権
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
の
勃

発
後
は
、
フ
ァ
タ
ハ
政
権
が
政
治
的
沈
黙
を
保
つ
中
で
、
む
し
ろ
国
際
社
会
の
方
か
ら
国
家
承
認
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
と
は
、
今
後
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
内
政
治
の
流
動
的
な
動
き
を
予
見
し
た
上
で
の
大
枠
と
し
て
の
パ
レ
ス

チ
ナ
人
の
代
表
を
指
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
フ
ァ
タ
ハ
と
ハ
マ
ー
ス
と
い
う
党
派
的
な
要
素
は
後
背
に
退

き
、
ど
の
よ
う
な
政
体
が
今
後
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
代
表
す
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
対
等
な
政
治
主
体
と
し
て
の
パ
レ

ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
す
る
と
い
う
意
図
が
そ
こ
に
は
垣
間
見
え
る
よ
う
に
も
思
う
。

　

他
方
で
パ
レ
ス
チ
ナ
側
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
占
領
へ
の
抵
抗
手
段
と
し
て
、
ま
た
政
治
方
針
の
転
換
を
明
示
し
、
国
内
政

治
上
の
正
統
性
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
、
相
当
程
度
に
明
確
な
政
治
的
意
図
に
基
づ
き
国
家
承
認
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
パ
レ
ス

チ
ナ
に
と
っ
て
国
家
承
認
と
は
、
国
際
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
確
保
し
、
政
治
的
・
経
済
的
な
国
際
支
援
を
得
る
上
で
の
ひ
と
つ
の

プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
世
論
の
支
持
を
集
め
る
の
は
、
そ
う
し
た
公
的
な
国
際
政
治
上
の

地
位
だ
け
で
は
な
い
。
ハ
マ
ー
ス
ら
武
装
勢
力
が
開
始
し
た
対
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
も
ま
た
、
抵
抗
運
動
と
し
て
一
定
規
模
の
支
持
を

獲
得
す
る
上
で
有
用
と
な
る
。
ど
ち
ら
が
有
効
に
働
く
か
、
不
明
確
な
状
況
の
中
で
、
積
極
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
ず
受
動
的
な
対

応
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
、
高
齢
と
な
っ
た
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
の
現
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
国
家
承
認
は
実
態
と
し
て
の
変
化
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
事
実
主
義
の
立
場
か
ら
は
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パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
は
存
立
要
件
を
い
ま
だ
満
た
し
て
い
な
い
。
国
連
諸
機
関
へ
の
加
盟
な
ど
、
国
際
的
な
立
場
は
強
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
悲
願
と
す
る
国
家
樹
立
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
長
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
法
的
な
立
場
と
し
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｃ
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
現
在
進
行
形
の
紛
争
当
事
者
と
し
て
公
正
な
判
断
を
よ
り
期
待
で
き
る
可
能
性
を
開
い
た
。

し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
カ
リ
ム
・
カ
ー
ン
主
任
検
察
官
が
逮
捕
状
を
請
求
し
た
相
手
の
う
ち
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
三
人
が
既
に
暗
殺
さ
れ

て
し
ま
っ
た
事
実
は
、
法
の
力
は
軍
事
の
力
に
及
ば
な
い
の
が
こ
の
紛
争
を
め
ぐ
る
現
実
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る（

（7
（

。

　

こ
う
し
た
中
、
国
際
社
会
は
ど
れ
だ
け
の
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
国
家
承
認
は
ど
こ
ま
で
意
義
を
持
ち
得
る
の
か
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
事
例
は
問
い
か
け
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
国
家
承
認
は
、
二
国
家
解
決
案
に
よ
る
紛
争
解
決
を
促
す
国
際

社
会
に
よ
る
働
き
か
け
と
い
う
側
面
が
強
い
こ
と
が
、
本
稿
で
は
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
働
き
か
け
の
継
続
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側

に
と
っ
て
は
固
定
化
さ
れ
た
占
領
を
変
化
さ
せ
、
当
事
者
間
で
は
す
で
に
実
現
不
可
能
と
捉
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
対
話
へ
の
期
待
を
抱

か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
過
度
に
刺
激
し
孤
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
問
題
解
決
を
遠
ざ
け
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
理
解
し
、
ど
の
よ
う
な
駆
け
引
き
に
よ
っ
て
譲
歩
を
引
き
出
す
の
か
、
国
家
承
認
を
め
ぐ
る
政
治
戦

略
は
今
後
の
可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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機
関
で
、
国
会
に
相
当
す
る
組
織
。
オ
ス
ロ
合
意
を
受
け
て
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
が
作
ら
れ
た
後
も
、

自
治
区
の
住
民
の
み
を
代
表
す
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
立
法
評
議
会
、Palestinian Legislative Council

）
と
は
別
の
、
世
界
中
に

離
散
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
全
体
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

（
22
）　K

halidi, Rashid. “T
he Resolutions of the 19th Palestine N

ational Council.” Journal of Palestine Studies, V
ol. 19, 

no. 2, 1990, pp. 29-42. https://doi.org/10.2307/2537411.

（
23
）　

一
〇
項
目
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
鈴
木
啓
之
『
蜂
起
〈
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
〉』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
、
一

四
九
―

一
五
〇
頁
、
参
照
。

（
24
）　

錦
田
愛
子
「
パ
レ
ス
チ
ナ
抵
抗
運
動
の
歴
史
と
新
た
な
展
開
―
―
「
ナ
ク
バ
」
か
ら
「
一
〇
．七
」
へ
至
る
道
程
―
―
」『
中
東
研

究
』
五
五
〇
号
、
二
〇
二
四
年
。

（
25
）　A

bu Sharif, Bassam
. A

rafat and the D
ream

 of Palestine: A
n Insider’s A

ccount. St. M
artin’s Press. 2009, pp. 

164-167.
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（
26
）　

国
連
安
保
理
決
議
二
四
二
号
は
一
九
六
七
年
一
一
月
に
第
三
次
中
東
戦
争
の
終
結
を
受
け
て
採
択
さ
れ
た
決
議
で
、
こ
の
戦
争
に
よ

り
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
下
領
土
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。
三
三
八
号
は
一
九
七
三
年
一
〇
月
に
採
択
さ
れ
た
決
議
で
、
二
四

二
号
で
求
め
た
内
容
を
再
確
認
し
た
上
で
、
第
四
次
中
東
戦
争
に
お
け
る
戦
闘
の
停
止
を
求
め
た
。

（
27
）　

鈴
木
、
前
掲
書
、
一
九
六
―

一
九
八
頁；

奈
良
本
英
佑
『
パ
レ
ス
チ
ナ
の
歴
史
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
三
〇
三
―

三
〇
五
頁
。

（
28
）　

た
だ
し
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
自
身
は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
樹
立
を
公
式
に
認
め
た
こ
と
は
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
の
開
戦
後

は
さ
ら
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
七
月
一
八
日
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
国
会
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家

建
設
に
反
対
す
る
と
の
決
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
（
産
経
新
聞
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
建
設
に
反
対　

イ
ス
ラ
エ
ル
国
会
が
決
議　

首
相
訪
米
直
前
、
米
と
の
隔
た
り
鮮
明
に
」
二
〇
二
四
年
七
月
一
九
日
、https://w

w
w

.sankei.com
/article/20240719-

J62C 5W
3K

K
BIFFK

CT
CX

T
Q

4K
CQ

PM
/

（
二
〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
））。

（
29
）　

国
連
の
新
規
加
盟
国
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
、
安
保
理
で
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
ず
、
常
任
・
非
常
任
理
事
国
の
計
一
五
カ
国
の
う

ち
九
カ
国
以
上
が
賛
成
す
る
こ
と
で
勧
告
が
出
さ
れ
、
な
お
か
つ
国
連
総
会
で
加
盟
国
一
九
三
カ
国
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
獲
得
す

る
必
要
が
あ
る
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
、
安
保
理
協
議
が
再
開
」
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
．

https://w
w

w
.jetro.go.jp/biznew

s/2024/04/31fe249842d489f8.htm
l

（
二
〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
））。

（
30
）　

一
九
八
八
年
一
二
月
一
五
日
に
採
択
さ
れ
た
国
連
総
会
決
議
四
三
／
一
七
七
号
に
よ
り
変
更
は
認
め
ら
れ
た
。

（
31
）　M

cGreal, Chris. “U
N

 vote on Palestinian state put off am
id lack of support.” T

he Guardian. N
ovem

ber 11, 2011. 
https://w

w
w

.theguardian.com
/w

orld/2011/nov/11/united-nations-delays-palestinian-statehood-vote

（
二
〇
二
四
年
一

〇
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）; 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
、
安
保
理
協
議
が
再
開
」
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
．

https://w
w

w
.jetro.go.jp/biznew

s/2024/04/31fe249842d489f8.htm
l

（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

（
32
）　T

he U
nited N

ations. “M
em

ber States H
ave ‘H

istoric M
om

ent’ to A
ct, Says Palestinian Envoy, Challenging 

General A
ssem

bly to Redress ‘T
ragedy’, as D

ebate O
pens on Q

uestion of Palestine,” U
N

 M
eetings Coverage and 

Press R
eleases, GA

/11179. N
ovem

ber 29, 2011. https://press.un.org/en/2011/ga11179.doc.htm

（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二

八
日
最
終
閲
覧
）

（
33
）　

反
対
票
を
投
じ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
で
、
日
本
と
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
は
賛
成
票
を
投
じ
た
。
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（
34
）　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
「
イ
ス
ラ
エ
ル
／
被
占
領
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
／
パ
レ
ス
チ
ナ
：
パ
レ
ス
チ
ナ
、
国
連
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
国
家
と
し
て
、
司
法
正
義
の
扉
を
開
け
」
二
〇
一
二
年
一
二
月
三
日
、https://w

w
w

.am
nesty.or.jp/new

s/ 
2012/120 3_3677.htm

l

（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

（
35
）　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
し
て
は
そ
の
時
点
で
既
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
マ
ル
タ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル

ー
マ
ニ
ア
が
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
し
て
い
た
。

（
36
）　K

alm
an, A

aron. “Sw
eden recognizes Palestinian Em

bassy, not state.” T
he T

im
es of Israel. M

arch 7, 2013. 
https://w

w
w

.tim
esofisrael.com

/sw
eden-recognizes-palestinian-em

bassy-not-state/

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
四
日
最
終
閲

覧
）

（
37
）　U

N
 N

ew
s. “U

N
ESCO

 votes to adm
it Palestine as full m

em
ber.” O

ctober 31, 2011. https://new
s.un.org/en/

story/2011/10/ 393562 （
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

（
38
）　Irish, John. “U

N
ESCO

 grants Palestinians full m
em

bership.” O
ctober 31, 2011. R

euters. 

（Cited by European 
Parliam

ent

） https://w
w

w
.europarl.europa.eu/m

eetdocs/2009_2014/docum
ents/dplc/dv/unescom

em
bership_/

unescom
em

bership_en.pdf  （
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

（
39
）　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
前
掲
記
事
、
二
〇
一
二
年
。

（
40
）　U

nited N
ations Security Council. 2011. R

eport of the Com
m

ittee on the A
dm

ission of N
ew

 M
em

bers concerning 
the application of Palestine for adm

ission to m
em

bership in the U
nited N

ations.  N
ovem

ber 11, 2011. S/2011/705.

（
41
）　

こ
こ
で
は
フ
ァ
タ
ハ
も
し
く
は
西
岸
の
自
治
政
府
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
ハ
マ
ー
ス
に
対
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

フ
ァ
タ
ハ
政
権
と
ハ
マ
ー
ス
政
権
の
対
立
と
い
う
パ
レ
ス
チ
ナ
の
内
政
に
、
国
連
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
一
九
七
四
年
に
ラ
バ
ト
で
開
か
れ
た
第
七
回
ア
ラ
ブ
首
脳
国
会
議
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
、「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
パ
レ
ス
チ

ナ
人
民
の
唯
一
の
正
統
代
表
で
あ
る
」
と
い
う
決
議
が
前
提
と
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
42
）　

一
〇
月
七
日
の
死
者
数
は
当
初
、
約
一
二
〇
〇
人
と
報
じ
ら
れ
、
現
在
も
こ
の
数
字
を
用
い
る
報
道
は
多
い
。
し
か
し
実
際
に
は
人

質
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
後
に
判
明
し
て
報
じ
ら
れ
た
り
、
遺
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
を
通
し
て
検
証
は
進
み
、
死
者
の
数
は
も
っ
と
少

な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
戦
闘
開
始
後
か
ら
一
年
後
の
記
事
で
あ
る
（A

-Jazeera, “O
ne year of Israel’s w

ar on 
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Gaza.” O

ctober 8, 2024. https://w
w

w
.aljazeera.com

/new
s/longform

/2024/10/8/one-year-of-israels-w
ar-on-gaza-by-

the-num
bers

（
二
〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
））
を
参
照
。

（
43
）　K

ekatos, M
ary. “1 year into the Israel-H

am
as w

ar: T
he grim

 hum
an toll by the num

bers.” A
BC N

ew
s, O

ctober 
7, 2024. https://abcnew

s.go.com
/International/israel-ham

as-w
ar-death-toll-1-year/story?id=114458943

（
二
〇
二
四
年

一
一
月
四
日
最
終
閲
覧
）

（
44
）　M

inistry of Foreign A
ffairs, Israel. “Sw

ords of Iron: ID
F Casualties. A

s of February 23, 2026.” https://w
w

w
.

gov.il/en/pages/sw
ords-of-iron-idf-casualties

（
二
〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
）

（
45
）　W

A
FA

 N
ew

s A
gency. “Civilian killed by Israeli drone fire in Gaza City.” 24‌ February 2026. https://english.

w
afa.ps/Pages/D

etails/167709

（
二
〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
）

（
46
）　BBC. “H

ow
 the dead are counted in Gaza.” N

ovem
ber 16, 2023. https://w

w
w

.bbc.com
/new

s/w
orld-m

iddle-
east-67 347201

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
四
日
最
終
閲
覧
）

（
47
）　

二
〇
一
四
年
の
戦
闘
で
の
死
者
数
は
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。https://w

w
w

.ochaopt.org/data/casualties

（
二

〇
二
三
年
一
一
月
六
日
最
終
閲
覧
）

（
48
）　

立
山
、
前
掲
書
。

（
49
）　O

’dell, H
ope. “H

ow
 the U

S has used its pow
er in the U

N
 to support Israel for decades.” Bluem

arble, February 
22, 2024. https://globalaffairs.org/bluem

arble/how
-us-has-used-its-pow

er-un-support-israel-decades

（
二
〇
二
四
年
一

一
月
五
日
最
終
閲
覧
）

（
50
）　N

akhoul, Sam
ia and A

li Saw
afta. “Palestinian president says Gaza w

ar m
ust end, conference needed to reach 

settlem
ent.” R

euters, D
ecem

ber 9, 2023. https://w
w

w
.reuters.com

/w
orld/m

iddle-east/president-abbas-peace-
conference-m

ust-end-israel-gaza-w
ar-2023-12-08/

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
五
日
最
終
閲
覧
）

（
51
）　

ロ
イ
タ
ー
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
、
ガ
ザ
統
治
可
能　

政
治
解
決
が
条
件
＝
ア
ッ
バ
ス
議
長
」
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
一
日
付
、

https://jp.reuters.com
/w

orld/m
ideast/BU

U
M

Z2EEIBIU
5GLRZY

V
G2X

V
35I-2023-11-10/

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
五
日
最

終
閲
覧
）
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（
52
）　

ロ
イ
タ
ー
「
ハ
マ
ス
批
判
、
パ
レ
ス
チ
ナ
議
長
発
言
か
ら
削
除　

自
治
政
府
の
通
信
社
」
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
六
日
付
、

https://jp.reuters.com
/w

orld/m
ideast/RD

3Y
GY

CT
W

BJPV
A

RU
N

EW
X

M
D

V
5Y

4-2023-10-16/

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
五

日
最
終
閲
覧
）

（
53
）　M

agid, Jacob. “K
nesset votes overw

helm
ingly against Palestinian statehood, days before PM

’s U
S trip.” July 

18, 2024. https://w
w

w
.tim

esofisrael.com
/knesset-votes-overw

helm
ingly-against-palestinian-statehood-days-before-

pm
s-us-trip/

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
六
日
最
終
閲
覧
）

（
54
）　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
の
開
始
後
、
ど
れ
ほ
ど
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
ハ
マ
ー
ス
を
支
持
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｒ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
政
策
調
査
研
究
所
）
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
で
継
続
的
に
世
論
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
興
味

深
い
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
人
質
解
放
が
行
わ
れ
た
時
期
（
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
二
日
～
一
二
月
二
日
）
に
行
わ
れ
た
調
査
結
果
で
、

特
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
で
の
ハ
マ
ー
ス
へ
の
支
持
が
急
上
昇
し
て
い
た
点
で
あ
る
（PSR, “Public O

pinion Poll N
o 

（90�

）.” 
D

ecem
ber 13, 2023. https://w

w
w

.pcpsr.org/sites/default/files/Poll%
2090%

20English%
20Full%

20text%
20D

ec%
20

2023.pdf

（
二
〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
））。
こ
れ
は
人
質
解
放
と
同
時
に
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
囚
人
も
釈
放
さ
れ
、
西
岸

で
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
戦
争
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い
一
方
で
、
家
族
が
帰
っ
て
き
た
人
が
多
か
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た

Ｐ
Ｓ
Ｒ
の
最
新
の
調
査
結
果
（
二
〇
二
四
年
五
月
二
六
日
～
六
月
一
日
実
施
）
は
、
依
然
と
し
て
三
分
の
二
の
人
々
が
一
〇
月
七
日
の
攻

撃
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
八
割
の
人
が
こ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
が
国
際
的
に
注
目
を
集
め
た
か
ら
と
答
え

て
い
る
。
ま
た
半
数
の
人
が
、
戦
後
の
ガ
ザ
で
ハ
マ
ー
ス
が
再
び
統
治
す
る
だ
ろ
う
と
答
え
た
（PSR, “Public O

pinion Poll N
o 

（92�

）.” June 12, 2024. https://pcpsr.org/sites/default/files/Poll%
2092%

20English%
20full%

20text%
20July2024.pdf

（
二

〇
二
六
年
二
月
二
五
日
最
終
閲
覧
））。

（
55
）　BBC. “H

ow
 the dead are counted in Gaza.” N

ovem
ber 16, 2023. https://w

w
w

.bbc.com
/new

s/w
orld-m

iddle-
east-67 347201

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
四
日
最
終
閲
覧
）

（
56
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
イ
ス
ラ
エ
ル　
カ
ッ
ツ
外
相　
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
を
入
国
禁
止
に
」
二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
日
、https://

w
w

w
3.nhk.or.jp/new

s/htm
l/20241002/k10014599141000.htm

l

（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
四
日
最
終
閲
覧
）

（
57
）　U

N
RW

A
. “M

essage from
 Juliette T

oum
a, U

N
RW

A
 D

irector of Com
m

unications.” O
ctober 18, 2024. https://
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w

w
w

.unrw
a.org/new

sroom
/offi

cial-statem
ents/m

essage-juliette-toum
a-unrw

a-director-com
m

unications

（
二
〇
二
四

年
一
一
月
五
日
最
終
閲
覧
）

（
58
）　

錦
田
愛
子
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
か
ら
見
る
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
問
題
：
閉
ざ
さ
れ
た
国
境
と
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
解
体
論
」『
国
際
問

題
』
七
二
〇
号
、
六
―

一
五
頁
。

（
59
）　

ロ
イ
タ
ー
「
ス
ペ
イ
ン
な
ど
三
カ
国
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
正
式
承
認　

Ｅ
Ｕ
諸
国
の
追
随
期
待
」
二
〇
二
四
年
五
月
二
九
日
付
、

https://jp.reuters.com
/w

orld/2P5FD
H

CM
SZLGX

PK
RU

F5M
GQ

GQ
EI-2024-05-28/　

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
五
日
最
終
閲

覧
）

（
60
）　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）「
国
連
安
保
理
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
勧
告
決
議
案
を
否
決
、
米
国
が
拒
否
権
行
使
」

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
．https://w

w
w

.jetro.go.jp/biznew
s/2024/04/1fda20de7ef8eb36.htm

l

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
五
日
最
終
閲
覧
）

（
61
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
国
連
総
会　
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
を
支
持
す
る
決
議
案　
採
択
」
二
〇
二
四
年
五
月
一
一
日
付
、https://w

w
w

3.
nhk.or.jp/new

s/htm
l/20240511/k10014446111000.htm

l

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
五
日
最
終
閲
覧
）

（
62
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
前
掲
リ
ン
ク
、
二
〇
二
四
年
五
月
一
一
日
。

（
63
）　M

agid, Jacob. “K
nesset votes overw

helm
ingly against Palestinian statehood, days before PM

’s U
S trip.” July 

18, 2024. https://w
w

w
.tim

esofisrael.com
/knesset-votes-overw

helm
ingly-against-palestinian-statehood-days-before-

pm
s-us-trip/

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
六
日
最
終
閲
覧
）

（
64
）　Les D

écodeurs, “M
ap: T

he countries that recognize a Palestinian state,” Le M
onde, Septem

ber 23, 2025. 
https://w

w
w

.lem
onde.fr/en/les-decodeurs/article/2025/09/23/m

ap-the-countries-that-recognize-a-palestinian-
state_6745654_8.htm

l

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
四
日
最
終
閲
覧
）

（
65
）　

一
方
で
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
総
会
で
の
演
説
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
承
認
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
譴
責
や
政
治
的

圧
力
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
平
和
の
実
現
の
た
め
の
責
任
で
あ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を
支
援
し
、
ハ
マ
ー
ス
ら
武

装
勢
力
を
排
除
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
た
。Charles W

. D
unne, “W

hy the Rush to Recognize Palestine? A
nd 

D
oes It M

atter?”A
rab Center W

ashington D
C, O

ctober 8, 2025. https://arabcenterdc.org/resource/w
hy-the-rush-

to-recognize-palestine-and-does-it-m
atter/?utm

_source=chatgpt.com
（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
四
日
最
終
閲
覧
）
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実態なき半承認国家としてのパレスチナ

（
66
）　

ガ
ザ
地
区
内
で
の
攻
撃
や
飢
餓
に
よ
る
死
者
数
は
、
シ
フ
ァ
ー
病
院
な
ど
で
集
計
さ
れ
た
数
字
が
毎
日
、
ガ
ザ
保
健
省
に
よ
り
発
表

さ
れ
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
政
府
系
通
信
社
で
あ
る
Ｗ
ａ
ｆ
ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、
日
々
の
最
新
の
数
字
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。W

afa: Palestine N
ew

s &
 Info A

gency, https://english.w
afa.ps/

（
67
）　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
へ　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
停
戦
な
ど
条
件
満
た
さ
な
け
れ
ば
九
月
に
」
二
〇
二
五
年

七
月
三
〇
日
、https://w

w
w

.bbc.com
/japanese/articles/cy0qgw

l5z57o

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
68
）　Prim

e M
inister’s O

ffice, “PM
 statem

ent on the recognition of Palestine: 21‌ Septem
ber 2025.” G

O
V

.U
K

, 21‌ 
Septem

ber 2025. https://w
w

w
.gov.uk/governm

ent/speeches/pm
-statem

ent-on-the-recognition-of-palestine-21-
septem

ber-2025
（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
69
）　John Irish, M

ichelle N
ichols

「
仏
も
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
、
英
加
な
ど
に
続
き　

マ
ク
ロ
ン
氏
「
平
和
へ
の
道
」」Reuters

、

二
〇
二
五
年
九
月
二
三
日
。https://jp.reuters.com

/w
orld/security/Q

ET
H

W
6JCRBM

O
X

CSFJ2R5K
LF5H

U
-2025-09-22/

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
70
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
宣
言
の
全
文
は
国
連
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
リ
ン
ク
で
閲
覧
で
き
る
。U

N
 N

ew
s. “General A

ssem
bly endorses 

N
ew

 Y
ork D

eclaration on tw
o-State solution betw

een Israel and Palestine,” 12 ‌ Septem
ber 2025, https://new

s.
un.org/en/story/2025/09/1165835

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
71
）　U

nited N
ations: T

he Q
uestion of Palestine. “A

nnex - N
ew

 Y
ork D

eclaration on the Peaceful Settlem
ent of the 

Q
uestion of Palestine and the Im

plem
entation of the T

w
o-State Solution 

（A
/CO

N
F.243/2025/1/A

dd.1

）”, 6‌ A
ugust 

2025, https://w
w

w
.un.org/unispal/docum

ent/annex-new
-york-declaration-06aug25/

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終

閲
覧
）

（
72
）　JET

RO

（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）「
国
連
総
会
、「
二
国
家
解
決
」
の
実
現
に
向
け
た
決
議
を
採
択
」．
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
．https://

w
w

w
.jetro.go.jp/biznew

s/2025/09/e6cf37a946abe661.htm
l

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
73
）　U

nited N
ations: T

he Q
uestion of Palestine. “H

igh-level International Conference for the Peaceful Settlem
ent of 

the Q
uestion of Palestine and the Im

plem
entation of the T

w
o-State Solution”, https://w

w
w

.un.org/unispal/high-
level-conference-tw

o-state-solution-july2025/?_gl=1*6u8khk*_ga*M
T

c2N
zA

3N
T

M
3M

C4xN
zU

4N
jQ

yM
zE0*_ga_T

K
9
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BQ

L5X
7Z*czE3N

T
g2N

D
IzM

T
Q

kbzEkZzA
kdD

E3N
T

g2N
D

IzM
T

Q
kajY

w
JGw

w
JGgw

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最

終
閲
覧
）

（
74
）　

外
務
省
「
第
八
〇
回
国
連
総
会
に
お
け
る
石
破
総
理
大
臣
一
般
討
論
演
説
」
二
〇
二
五
年
九
月
二
四
日
、https://w

w
w

.m
ofa.

go.jp/m
ofaj/fp/un/pageit_000001_02451.htm

l

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
75
）　

ベ
ル
ギ
ー
は
法
的
な
承
認
は
複
数
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
か
ら
行
う
と
し
た
。U

go A
 Realfonzo, “Belgian PM

 recognises 
Palestine at U

N
 but keeps conditions.” T

he Brussels T
im

es, 23‌ Septem
ber 2025. https://w

w
w

.brusselstim
es.

com
/1760326/belgian-pm

-recognises-palestine-at-un-but-keeps-conditions-tbtb

（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）

（
76
）　

カ
ー
ン
主
任
検
察
官
は
二
〇
二
四
年
五
月
二
〇
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
で
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
ヨ
ア
ヴ
・
ガ
ラ
ン
ト

国
防
相
に
対
し
て
、
ハ
マ
ー
ス
側
で
は
政
治
指
導
者
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ハ
ニ
ー
ヤ
氏
と
軍
事
部
門
幹
部
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
デ
イ
フ
氏
、

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
指
導
者
ヤ
ヒ
ヤ
ー
・
シ
ン
ワ
ー
ル
氏
に
対
し
て
逮
捕
状
を
請
求
し
て
い
た
。




